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埼玉県は、 「環境優先•生活重視」、 「埼玉の新しいく

にづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づくりを

推進するため、種々の施策を講じています。その中の

ひとつとして、快適て‘‘うるおいのある生活空間の形成

のために、緑豊かな、快適て‘美しい住宅市街地の整備

を目的として、土地区画整理などによりゆとりある快

適な住宅市街地の整備、自然や歴史、文化を生かした、

美しい家並みの住宅地づくりなどを促進しています。

坂戸市人西地区土地区画整理事業は、住宅・都市整

備公団（現名称：都市基盤整備公団）により、住宅対

策及び地域環境整備計画の一環として計画されました。

事業用地内には、埋蔵文化財包蔵地が所在しており、

古墳時代から中世にわたる遺跡てあることがわかって

いました。

その取扱いにつきましては、関係諸機関が慎重に協

議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措

置が講じられることとなりました。調査につきまして

は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整によ

り、道路建設課の委託を受け当事業団が実施しました。

坂戸市は、多くの遺跡が存在する所として知られて

おりますが、特に入西地区周辺は、台地上には古墳群

が広く分布し、水田地帯には古代の土地区画て‘‘ある条

里地割が残っています。さらに、越辺川を挟んて‘‘北の

丘陵には関東地方ても有数の窯跡群のひとつてある鳩

山窯跡群があります。そ して、区画整理事業に伴う一

連の調査て‘‘は11か所の遺跡が調査され、古代の集落や

遺存状態の良好な方形周溝墓、中世の鋳造遺構など例

のない貴重な発見がありました。

今回は、大形の建物跡を検出し、先の調査と合わせ

て中世の鋳造遺跡の具体的な構成に関する知見が得ら

れました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料とし

て、また、埋蔵文化財の普及や教育機関の参考資料と

して、広く活用いただければ幸いて‘す。

最後になりましたが、発掘調査に関する諸調整にこ，，

尽力をいただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課をはじめ、住宅・都市整備公団、坂戸市教育委員会

並びに地元関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成 12年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 荒井 桂



例

1.本書は、坂戸市に所在する金井遺跡B区の発掘調

査報告書て‘ある。

2.遺跡番号、略号、代表地番及び発掘調査届に対す

る指示通知は、以下のとおりてある。

No.60-119 

KNIB 2 

坂戸市大字新堀字金井33闘紅也1他

平成11年4月28日付け教文2-12号

3.発掘調査は、坂戸入西地区土地区画整理事業に伴

う事前調査てあり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課が調整し、住宅・都市整備公団の委託を

受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が主

体となり実施した。

4.本事業は、第 I章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、中村倉司、若松良一、

西井幸雄、渡辺清志が担当し、平成11年4月1B 

から平成11年11月30日まて実施した。整理報告書

作成作業は木戸春夫が担当し、平成11年12月1B 

1.遺跡全測図におけるX・Y座標値は、国土標準平

面直角座標第IX系に基づく座標値を示す。また、

遺構図における方位は、全て座標北を示している。

2.グリッドは12mx12m方眼て設定し、グリッドの

呼称は、北西隅の杭番号て‘ある。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてある。

遺構図

遺物図

住居跡・掘立柱建物跡 ・土猥…1/60

井戸跡・溝跡…1/80

土器…1/4石製品・土製品・拓本…1/3

一一一一饂

から平成12年3月31日まて実施した。

5.遺跡の基準点測量は、新日本航測株式会社に委託

した。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は各担当者が行った。

遺物写真撮影は木戸が行った。

7.出土品の整理 ・図版の作成は、桜井元子の協力を

得て木戸が行い、鋳造関係遺物は赤熊浩ーが行っ

た。

8.本文の執箪は、 I -1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、 IVの鋳造関連遺構と鋳造遺物及

びVを赤熊が、 それ以外は木戸が行った。

9.本書の編集は木戸が行った。

10.本書にかかる資料は平成12年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが1彩管する。

11.本書の作成にあたり下記の方々からご教示、 ご協

力を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

坂戸市教育委員会 ・県立自然史博物館

凡例

4.全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりて‘

ある。

s J・住居跡 SE•井戸跡 SK•土横 SD ・溝跡

SS・鋳造関連遺構 ST・火葬墓

遺構図中のドットは、遺物の出土位置を示す。

5.遺構断面図における水乎数値は、海抜高度を示し

ており、単位mて‘‘ある。

6.本書に掲載した地形図は、以下のものを使用した。

国土地理院 1/25000地形図「武蔵小川」

「越生」「東松山」 「川越北部」

上記に合わないものに関しては、

縮尺率等をその都度示している。

スケール及び
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1 発掘調査の概要

1.調査に至る経過

首都圏における人口増加は著しく、今や全国の人日

の約1/3が集中している。埼玉県や都市基盤整備公団て｀‘

は、そうした人口増加に対応するため、住宅政策や地

域環境の整備計画を進めているところてある。坂戸市

入西（西部）地区については、住宅・都市整備公団（当

時）による区画整理方式により宅地開発事業が計画さ

れた。

住宅・都市整備公団は、昭和40年に当時の日本住宅

公団と文化財保護委員会との間て‘交わされた 『日本住

宅公団の事業施工に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに

関する覚書』に基づいて、埼玉県教育委員会へ「坂戸

市入西（西部）地区における埋蔵文化財取扱いについ

て」照会した。

県教育委員会は昭和5倍F1月20H付け教文第918号

をもって次のとおり回答した。

1 文化財の所在

三三：：込1::1 :口;]t
上記の他に条里遺跡及び畑地部分に集落遺跡の存在

が予想される。

2 取扱いについて

(1) 開発予定地内は事前の遺跡分布調査及び必要に

応じて試掘調査を実施して、遺跡の所在を確認する必

要がある。

(2) 上記の結果をもとに埋蔵文化財がてきるだけ現状

保存てきる開発計画を策定すること力惰1ましい。

(3) 計画上やむを得ず現状変更する場合は、事前に文

イ訊オ保護法第57条の 3の規定により、事前に文化庁長

官あて埋蔵文化財発掘通知を提出して、記録保存のた

めの発掘調査を実施すること。

住宅・都市整備公団（当時） と県教育委員会ては、

開発地域内に所在する遺跡の取り扱いについて協議を

重ねた結果、（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団に委託

して、昭和59年度から発掘調査を実施することとなっ

た。

金井遺跡B地区の調査は平成元年4月18から平成 2

年9月30日まて‘‘行われ、すて‘‘に発掘調査報告書も刊行

されている。しかし、墓地及び一部宅地の移転が遅れ

たことから、平成11年4月1日から 11月30日まて甲封［

発掘調査を実施し（都合により 6月上旬から 9月末日

まて中断）、今回報告書を刊行する。

発掘調査に先立って、住宅．都市整備公団埼玉地域

支社長から文化財保護法第57条 3第 1項の規定に基づ

く発掘通知が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

からは、同法第57条 1項の規定に基づく発掘調査届が

提出された。

なお、発掘調査届に対する県教育委員会教育長から

の通知番号は、平成11年4月28日付け教文第 2-12号

て‘ある。

（文化財保護課）
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2。発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

発掘調査は、平成11年4月1日から 11月30日まて行

った。

4月 事務手続きを行い、上旬に現場事務所の設置

と合わせて表土の堀削を行った。作業は、調査区内に

住宅が残っていたことから、それを避けて調査区北半

部から始めた。 表土掘削終了後、基準点、グリッド杭

などの測量を行い、遺構の確認作業を開始した。確認

の済んだ遺構は、順次精査を行った。

5月 4月に引き続き遺構精査を行った。溝跡、掘

立柱建物群の調査に続いて、後半には井戸跡、火葬墓

等の調査を行った。精査の終了したものから写真、実

測図等の記録の作成を行った。24日には、調査区南半

部の住宅移転の遅れに伴い、調査計画を変更すること

について、文化財保護課、住都公団埼玉西部開発事務

所、埋文事業団の三者による協議を行った。その結果、

6月第 2週て‘‘発掘調査をひとまず中断すること、残り

の調査は10• 11月に行うことを確認した。

6月 上旬まて遺構精査、記録類の作成を行った。

この後、空中写真撮影、遺構の個別写真撮影を行った。

危険個所の埋め戻しを行い、撤収した。

10月 住宅移転後、調査を再開した。上旬に事務所

設置、表土掘削、測量などを行い、中旬から遺構確霊忍、

精査を行った。

11月 下旬まて遺構の精査、記録類の作成を行った

後、記録図面類の整理、確認を行い危険個所の埋め戻

しを行い、調査を終了した。

整理・報告書作成

整理・報告書作成作業は平成11年12月1Bから平成

12年 3月24日まて‘実施した。

12月 遺物の洗浄、註記を済ませ接合、復原を行っ

た。接合、復原については遺構毎に行うことを基本と

し、各遺構間およびグリッド出士遺物との接合も試み

た。接合、復原の済んだものについては実測、拓本の

作成を行った。並行して遺構実測図、写真等記録図面

類の整理、確認を行った。

1月 継続して遺物の実測作業を行い、実測の済ん

だものはトレースを行った。遺構図については 2次原

図の作成を行った。

2月 遺物については、実測図のトレース、写真撮

影を行い、遺構図については版下の図版組みを行った。

遺構、遺物ともに版下作成後、原稿執筆、割付を行い

印刷に入った。

3月 3回の校正の後、報告書を刊行した。

--2--



3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成11年度） (2) 整理事業（平成11年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副理事長 飯 塚 誠一郎 副理事長 飯 塚 誠一郎

常務理事 常務理事

兼管理部長 広木 卓 兼管理部長 広木 卓

く管理部＞ く管理部＞

副 部 長 副 部 長

兼経理課長 関野栄 兼経理課長 関野栄

庶務課長 金子 隆 庶務課長 金子 隆

主 木耳 田 中 裕 ― 主 禾旦 田 中裕 ―

主 任 江田和美 主 任 江田和芙

主 任 長滝美智子 主 任 長滝美智子

主 任 福田昭美 主 任 福田昭 美

主 任 腰塚 雄 ― 主 任 腰 塚雄 ―

主 任 菊池 久 主 任 菊 池 久

く調査部＞ く資料部＞

調査部長 増田逸朗 資料部長 高橋 夫

調査部副部長 水村孝行 専門調査員

専門調査員 鈴木敏昭
兼資料部副部長 石岡憲雄

主席調査員 杉崎茂樹
専 門 調 査 員 市川 修

統括調査員 中 村 倉 司
統括調査員 木戸春夫

統 括 調 査 員 若松良

統括調査員 西井幸雄

主任調査員 渡辺清志
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II 遺跡の立地と讚境

1 立地

金井遺跡は埼玉県坂戸市大字新掘「字金井」に所在す

る。「字金井」の範囲は昭和60年度に調査した金井遺跡

(A区）及び本調査範囲のB区と調査区域外のB区西

側に広がる畑地部分てある。また、西端には県指定の

天然記念物「ステコビル」の生息する金山神社が存在し

ている。

位置は束武東上線北坂戸駅から西へ約 2km、越辺川

と高麗川の挟まれた毛呂台地の北東先端にあたる。本

地域は東京の都心か ら北西に約50km離れ、東京のベッ

ドタウンとして位置づけられる。遺跡のすぐ東には東

京と新潟を結ぶ関越自動車道が走り、高坂サービスエ

リアから南西に1.5km、鶴ヶ島 I.Cから北西に2.5kmの

位置にある。

行政上は、現在坂戸市に属するが、市制施行前は入

間郡入西村て‘‘あり、市町村制の施行以前は人西郡新堀

村に属していた。現在の坂戸市の中ては市の西部にあ

たり市街の中心から西に2.5km離れたところにある。

遺跡は、地形的に見ると広大に続く関東平野と秩父

山地から東に伸びる毛呂台地との接点にあたり、越辺

川を臨む毛呂台地の北東先端に立地し、台地上から東

側の緩斜面部にかけて広がりをもつ。標高は台地上て‘‘

32m、緩斜面との比高差は約3mて‘ある。

北側には、この越辺川によ って開析された沖積地が

広がり肥沃な水田地帯を形成している。南側には高麗

川が流路をとり遺跡東側にあたる上吉田の集落付近て‘‘

越辺川と合流し、その流れは入間川へとそそぐ。この

毛呂台地は越辺川と高麗川に挟まれた東西に細長く伸

び、南北2.5km、東西5.0kmのやせた台地て‘ある。台地

内には両河川を始めこの支流て‘‘ある葛川等の中小河川

の侵食を受け、起伏に富んだ複雑な地形をしている。

越辺川の北側には比企丘陵が眼前に対峙し視界を遮る。

また、高麗川の東側には、毛呂台地と対照的な比較的

平坦な扇状地地形の坂戸台地が広がる。

毛呂台地と坂戸台地を取り巻く広大な沖積地は、越

辺川や高麗川によって形成され、入西条里に代表され

る肥沃な水田地帯として存在し、原始・古代から中世

の入西遺跡群を支えてきた大きな要因と言える。

第 1図 地形断面模式図
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2 歴史的環境

金井遺跡は縄文時代から中・近世にかけての遺構と

遺物を検出した。各時代の遺跡や歴史的環境に関して

は既に 『金井遺跡』（昼間1989)、『広面遺跡』（村田

1990)、『塚の越遺跡』（昼間1991)、『稲荷前遺跡A区』

（富田1992)、『中耕遺跡』（杉崎1993)の各報告書によ

って網羅的に詳細が記されている。本稿ては金井遺跡

B区の鋳造時期にあたる中世の様相をまとめてみたい。

金井遺跡を取り巻く周辺の遺跡には先ず、入西遺跡

群の中の金井遺跡(A区）、足洗遺跡、桑原遺跡、稲荷

前遺跡、塚の越遺跡から中祉の遺構を検出している。

これら入西遺跡群は越辺川中流域左岸にあたる。金井

遺跡A区はB区の北側に位置し一段低い台地上にあり、

掘立柱建物跡と井戸跡、溝跡、土横を検出した。中て‘‘

も第160号土堀内からは錐帷寿型と鉄製の籍を検出した。

第14号井戸跡からは在地産の内耳鍋や片日鉢、土釜を

出土し室町時代前半から後半の板碑を検出した。 『足洗

遺跡』（馬橋1994) によれば、中世の遺構を出土遺物

15~16世紀とし区画溝の変遷によって第 1~4期まて‘‘

としている。 1期を15世紀代、 3期を16世紀代として

いるが、足洗遺跡からは鋳造滓や鍛冶羽口、椀形滓を

検出。金井遺跡B区の鋳造時期と同じくする時期を想

定したい。このように、 B区北側と東側の一段低いロ

ーム台地上には鋳造場とはことなるものの居住もしく

は付属作業場として存在していたものと考えられる。

金井遺跡B区の西側には南束向きに金山神社が存在

する。遺跡群の西側に目を転じると桑原遺跡・稲荷前

遺跡・塚の越遺跡が存在し、桑原遺跡からは掘立柱建

物跡、井戸跡、溝跡を検出した。『桑原遺跡』（村田1992)

によれば出土遺物からIII-1～陳月に変遷すると考えIII-

頂月を14世紀後半～15世紀後半、 III-2期を16世紀前半、

III —牒月を 17世紀としている。稲荷前遺跡からは掘立柱

建物跡、井戸跡、溝跡、火葬墓を検出した。 『稲荷前遺

跡A区』（富田1992)によれば出土遺物から 13世紀の青

磁が最も古く、次いて‘‘14• 15世紀代の瀬戸美濃系陶磁

器、 15世紀以降の在地産軟質陶器が認められるとし、

贔的には15世紀代の遺物が多いとしている。塚の越遺

跡からは井戸跡、溝跡、火葬墓、土渡を検出した。 『塚

の越遺跡』（昼間1991)によれば火葬墓内から青銅製の

第 2図埼玉県の地形
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五鈷杵を検出した。また、遺跡内から青銅製の神像を

検出し、いずれも室町時代と見られる。第9号溝から

は高台の付く常滑産の片口鉢、青磁碗、さらに、土釜

や在地産の片口鉢を検出しており 13世紀後半から15世

紀代の遺跡と考えられる。これらの遺跡群の北側には

入西耕地（入西条里）が広がる。

このように、入西遺跡群は中世13世紀から 15世紀、

そして、 16• 17世紀に至るまての足跡が見られるが，

中ても金井遺跡B区て‘‘鋳造生産を行っていた13世紀後

半～14世紀前半と集落として存在する 14世紀後半～15

世紀代が遺跡の中心的な時代と見られる。

入西遺跡群の所在する入西郡は武蔵七党の一つ児玉

党の祖、児玉有太夫弘行の所領て‘‘あった。弘行の本領

は児玉郡にあり、長子家行は児玉一族の本流として児

玉郡を中心とし上野国にも所領が及んだ。三男資行は

父祖伝来の地、越辺川流域の入西郡を分け与えられ入

西氏を名乗った。資行の居館がどこて‘‘あったかは伝承

もなく不明てあるが、 11世紀も終わりに近い頃と考え

られている。（『坂戸市史』）通史編 1)。

第 3図 金井遺跡A • B区と足洗遺跡
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氏は小見野・粟生田・大河原・長岡・堀込氏と分割し、

小代氏は高坂•吉田氏、越生氏は成瀬・黒岩・岡崎と

分割する。入西遺跡群の確認された13~14世紀にはほ

ぱこうした所領分割の行われた時代と見られる。

遺跡南側に広がる毛呂台地上には、先ず、入西耕地

をはば一望てきる位置に三福寺が存在する。本寺は浄

土宗寺院て開創の時期は不明て｀あるが、 『新編武蔵風土

記稿』には「薬師堂ニテー寺ニハアラス」 と記載され

ている。江戸時代の平田家文書の研究によると 『小山

村名寄取帳』には「薬師堂作」の記録がみえ三福寺の

前身力嗅誰而堂てあったことがわかる。本尊の薬師如来

座像は鎌倉時代初期の慶派の仏師によって造られ、桧

の寄木造りにより漆箔がほどこされている。また、境

内からは面頼戸の四耳壺・瓶子と常滑の大甕が出土し
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第 4図周辺遺跡分布図

1細攣B区 2紐覇A区 3足泥寧 4負頁遺跡 5稲荷前罷跡 6塚の薗扇が 7魯且下翡淋 8代正寺覇祢 9宿ヶ谷戸息跡
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20黒岩氏館 21児玉雲太夫館 22街同跡 23大蔵館跡 24菅谷錮跡 25河越氏館 26勝呂氏館 27月l肪f屋敷 28粟生田氏館 29Ij小頃鉗i

30高坂刑部館 31足和遅姦館 32野本氏館 33比企能員館 34満福寺 35大法寺36大福寺 37崇徳寺 38源義賢墓 39円正寺 40向徳寺

41正法寺 42平沢寺 43田波目城 44萱方城 45青烏城 46松山城 47熊井城 48小倉城 49越畑城 50苦材野古戦湯 51笛n匁峠
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（『坂戸市史』中世資料編II)また、本寺の東側の小字

東山からは密教法具を出土し、浅羽氏と薬師堂の関係

が注目される。

この他、三福寺の東側には大法寺が存在し、寺域の

北西には鈎の手状の土塁が残る。金井遺跡の南側には

大福寺が存在しこれら 3か寺が金井遺跡と同一台地上

に近接する寺院て‘ある。金井遺跡の西側には「カンノ

ンミチ」と呼ばれた南北に伸びる街道が存在し、この

道は東松山の正法寺へ通じる道から由来しているよう

だ。この道を挟んだ台地先端部に堀込氏館跡と推定さ

れる場所が存在する。堀込氏は浅羽氏から分家した一

族てあり、 三福寺と同様に入西耕地を臨む位置に所在

している。

入西耕地を隔てた自然堤防上の微高地には北浅羽の

地名が残りここに満福寺が所在する。本寺は浅羽氏の

菩提寺と伝えられ徳治二年 (1307年）造立の浅羽行成

1共養板碑力唄見存している。

このように越辺川の右岸に広がる経済的基盤てある

入西耕地を中心として、周囲の丘陵先端部には、館や

寺が造られ開発領主的景観をもっている。 しかし、鋳

造遺跡としての金井遺跡の存在意義が単に浅羽氏や周

辺寺院に供給するためだけに存在したのか解明すべき

問題と 言える。

入西遺跡群から目を外に向けると遺跡群の西 1キロ

程の所には鎌倉街道上道が往還し、河川交通路てあっ

たと考えられる越辺川と交差する右岸には、苦林の宿

が存在する。堂山下遺跡（宮瀧1991)はこの宿跡の可

能性が想定されており、 しかも、この一帯は苦林野と

呼ばれ貞治 2年(1363年）には室町幕府鎌倉公方足利

基氏と越後国守護芳賀禅可の軍勢が激突した苦林野合

戦場として有名てある。すぐ西には中世寺院て知られ

る崇徳寺跡が存在し、調査の結果、寺域は東西50m、

南北65mて、中心部分は22X22の方形に 1mの堀をも

ち、周囲に低い土居を巡らす。遺構は東墓・中墓・西

墓を検出し、出土遺物には古瀬戸瓶子、常滑壺・甕、

在地甕がある。崇徳寺の年代は陶磁器から 13世紀後半

から 14世紀初頭と位置付けられ、検出された板碑の造

立年号は1310年から 1382年の期間てあり 14世紀初頭に

は崇徳寺が造立されていたものと考えられている（梅

沢1991)。

越辺川左岸には、円正寺が存在し、寺域内の畑から

金剌重弘作の応安 4年 (1371年）銘の雲版を出土し

た。鎌倉街道を北に進むと笛吹峠を越え嵐山町の大蔵

館に至りこの地の向徳寺には宝治 3年（1249年）武州

小代て製作された阿弥陀三尊像が納められている。越

辺川下流には入間台地の先端に村山党の山口氏の子孫

山口家俊の子家恒が平安時代末に石井の地に館を構え

勝氏と称した。

金井遺跡B区を取り巻く周辺の歴史的環境は鎌倉街

道上道と河川交通路越辺川の交差路に当たり、越辺川

流域を治めた鎌倉御家人入西氏（後に浅羽氏）の所領

てあった。また、中世館とともに多くの寺院が残され

ている。入西遺位課羊の理解とともに地域の歴史的環境

が明らかになってきた。
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3 入西遺跡群の概観

開発面積119万面の内、遺跡として確認されたのは12

遺跡延べ39万mてある。占地の違いから遺跡の立地す

る環境は大きく異なる。つまり、開発地の南西部、毛

呂台地の北側斜面に位置する塚の越遺跡は標高35m、

沖積地との比高差 6mてある。同様に南東部に位置す

る金井遺跡B区、足洗遺跡も毛呂台地上に位置する。

これに対し、他の 8遺跡は埋没ロームを主体とする標

高27~30mの沖積微高地に占地しており、高麗川、越

辺川による冠水の影響が認められる。

［金井遺跡B区］毛呂台地の北束端に位置し、調査

面積は20,000m'て、標高31m、沖積地との比高差は 3

mてある。検出された遺構は、 7世紀～ 9世紀にかけ

ての住居跡30軒、掘立柱建物跡1冴東の他、 13世紀～14

世紀の鋳造関連遺構は、溶解炉 2基、鋳造遺構群15ヶ

所、掘立柱建物跡1洸東、井戸跡14井、粘土採掘坑3ヶ

所、土墟273基、溝跡53条の他、集石土壊2基、火葬墓

16基が調査された。特に、中世の鋳造遺構の検出は当

該期の鋳物師集団の生産活動の実態を知る資料として、

関東地方ては初めての調査例て‘‘ある。遺物は台地上面

と、 二段にわたって形成された斜面及び平場から鋳造

関連遺構を中心におびただしい鉄滓、銅滓が認められ、

鍛冶炉から鍛造剥片、溶解炉周囲の土撰から梵鐘の鋳

型片（龍頭、乳、笠型、帯、駒の爪、撞座）を多量に

出土した。また、仏像鋳型、仏具鋳型、獣脚鋳型、鍋

の鋳型、唐草紋様をもつ蓋状の鋳型など豊富な種類が

確認された。（平成元年度調査）

［金井遺跡A区］毛呂台地北東端の斜面の一部と沖

積微高地に位置し、調査面積は33,OOOm2て、標高27m

てある。調査区は東西方向に 2本の小支谷が入り島状

の景観をなしていふ検出された遺構は住居跡7蝉干（古

墳時代後期44軒、奈良時代1陣f、平安時代1隣干）、上横

70暉（古墳時代後期～中世）、井戸跡16井（古墳時代

後期～平安時代）、溝跡50条、掘立柱建物跡9棟、ビッ

卜多数が調査された。集落は古墳時代が北側の谷を挟

んて東西に、奈良時代には北と南の谷の間に、平安時

代は西側にそれぞれ時代毎に変遷がみられる。中世関

係は土猥のなかから鋳造関係に使用されたと考えられ

るものが含まれており、鉄鍋の鋳型片を検出した。こ

れらは、北側に隣接する金井遺跡B区同様、中世鋳物

師集団の生産跡と考えられ、調査区外の部分を含めた

関連領域はかなり大規模なものとなることが想定てき

る。（昭和60年度調査 事業団報告第86集）

［足洗遺跡］狭小な島状の台地に占地し、調査面積

は16,500m'てある。7世紀後半～ 9世紀を中心とする集

落遺跡て‘北側に開日部をもつ馬蹄形を呈する。検出し

た遺構は住居跡40軒、掘立柱建物跡29棟、井戸跡18

井、土壊193基て‘ヽ 、内縄文時代後期の住居跡 1軒が含ま

れる。住居跡は台地中央部に集中して多くの新旧関係

をもち、掘立柱建物跡は南西と北東に集中するが、主

軸方位は群間て異なる。（平成元年度調査 事業団報告

第136集）

［稲荷前遺跡A・B・C区］毛呂台地の北側に広が

る沖積微高地に位置し調査面積は48,000mて‘‘、東に田

島遺跡、北東に桑原遺跡、北に棚田遺跡、南に塚の越

遺跡がそれぞれ隣接している。調査区は東西に走る谷

地により南北に分割され、更に北側は北から入る谷地

により東西に分割されることから 3ヶ所の調査区とな

り、南から時計回りにA・B・Cと呼称している。検

出された遺構は入西遺跡群中最も遺構の分布密度が高

ぃ A地区からは奈良•平安時代の住居跡13隣f、土墟295

基、井戸跡47井、溝跡39条、掘立柱建物跡31棟、特殊

遺構6基が調査され、 B地区からは古墳時代前期の方

形周溝墓17基、古墳時代前期～奈良•平安時代の住居

跡8涛干、土猥62基、井戸跡14井、溝跡9条、掘立柱建

物跡6棟、特殊遺構1基が、 C地区からは古墳時代前

期の方形周溝墓1甥E、古墳時代前期～奈良 • 平安時代

の住居跡94軒、土堀137基、井戸跡30井、溝跡30条、掘

立柱建物跡11棟、特殊遺構4基が調査されている。特

に、方形周溝墓は北縁に東西に分布しており、桑原A

遺跡、広面B遺跡、中耕遺跡に至る一大墓域群を形成

している。8• 9世紀の遺構からは鳩山窯跡産の須恵

器が多量に出土され、円面硯、獣脚付短頚壺、鉄鉢
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形鉢などの特異な器種がみられる他、「内」の印刻をも

つ資料、意味不明の墨書「口尺本」、「大里郡」、 「多摩郡

男川」等律令期の武蔵国に実在した郡名が複数読み取

れる 8世紀中頃の墨書上器が出土している。中世の集

落跡を検出した。出土遺物から 13世紀～16世紀と推定

され建物跡、井戸跡、溝跡を確認した。（昭和61~63年

度調査A地区に関しては事業団報告第120集）

［塚の越遺跡］毛呂台地の北東部に位置し、調査面

積は35,000mて＼標高35m、沖積地との比高差は 5~ 8 

mてある。検出された遺構は、住居跡8碑干（縄文時代

中期 2軒、弥生時代中期 2軒、 6世紀末～ 8世紀代78

軒）、前方後円墳 1基（ 6世紀前方部調査）、掘立柱建物

跡9棟（奈良・平安時代）、土猥27翡［ （中世）、井戸跡

247井（奈良時代～中世）溝跡78条（奈良時代～中

世）、火葬跡 1基てある。住居跡は4.5mX5.0m前後の

比較的小型のものが多く、古墳時代後期のものには屋

外への排水溝をもつ住居跡が存在する。掘立柱建物跡

には lm余りの掘り方をもつ 3棟が含まれ、総じて 3

間X2間の母屋を甚本とする。廂持ちの建物も 2棟検

出された。溝跡は区画性が高く、井戸跡及び検出され

ていない建物群との組み合わせが想定される。前方部

のみ調査された前方後円墳の周溝からは、ほぼその全

容を知られる正装男子人物埴輪、盾持人物埴輪の他、

女子人物埴輪、馬形埴輪の鞍橋部分、そして12個体分

の円筒埴輪が出土している。中世関係は、建物跡 ・溝

跡・土墟を検出し火葬墓から青銅製五鈷杵が、青銅製

神像が遺構外から出土している。（昭和61年度調査事業

団報告第101集）

［桑原A遺跡］調査面積は30,000mて‘‘、住居跡102

軒、掘立柱建物跡21棟、土壊42基、井戸跡20井、溝跡

25条、方形周溝墓 2基（事業団報告第89集広面遺跡

に収録）てある。遺跡の立地する低位台地は南から北

に開析する谷地により東西に二分されており、遺構分

布も様湘を異にしている。東側部分は方形周溝墓 2基

以外に遺構の検出はない。これらの方形周溝墓は本来、

北東に隣接する広面B遺跡の方形周溝墓群に包括され

るものて‘‘、両遺跡を隔てる浅い谷地を超えて古墳時代

前期の墓域が西に拡大した結果とみることがてきる。

これに対し、西側部分は 6世紀中葉を初現とする集落

が以後最低半世紀程の間に建て替えをくり返し、安定

した集落構成がみられる。集落は越辺川の侵食作用て‘‘

生じた台地縁辺の崖線を北限とし東西は浅い谷地によ

り画され、南限は集落の初現段階に設けられた幅2m

の規模を有する 23号溝跡により画される。内部は南北

にそれぞれ30軒前後の住居跡の集中がみられ、その間

に23号溝跡と並行するかたちて15号溝跡力哨拉されてい

る。 15号溝跡は該期の住居跡との新1日関係を有する

他、石製模造品が複数検出されており、集落内におけ

る重要な位置を担っていたものと考えられる。中世関

係は14• 15世紀に居住した痕跡が認められ 「く」の字

状の溝•井戸・土塘・建物跡を検出した。（昭和63年度

調査事業団報告第121集）

［桑原B遺跡］桑原A遺跡の北に広がる沖積地。フ°

ラント・オパール調査の成果を基に水田跡の確認調査

を実施した。その結果、大畔の一部を検出したが、自

然流路からの引込み溝、或いは畦畔の単位・形状を明

確にするには至っていない。周囲から 7世紀の須恵器

（坪・壺）が出土している。調査面積は2,000m'o （昭

和62年度調査事業団報告第121集）

［広面A遺跡］広面B遺跡の南に位置し、調査面積

は10,500m'て東西30m、南北40m程の標闇28mの沖積

微高地て‘ある。当初、塚群の存在を想定した領域て‘‘あ

るが、検出された遺構・は溝跡 2条、土墟1繕ふ井戸跡

て所産時期は出土した土鍋、カワラケ、陶磁器類から

概ね中世と考えられる。（昭和60年度調査事業団報告

第89集）

［広面B遺跡］調査面積は9,500m'て、東西60m、南

北90m程の沖積微高地に位置し、遺構は方形周溝墓20

基が主たる遺構て‘‘生活した痕跡を残さない純粋な墓域

としての領域て｀ある小規模な谷地を挟んて‘‘北東には中

耕遺跡、南西には桑原A遺跡に方形周溝墓群が直線的

に連なり 4世紀代の一大墓域群を形成している。墓域

の中央に位置する通称柊塚 (SZ 09)は、溝を含めた

規模が東西5zmx42mにもおよび、当該地域の発生期
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古墳と比較しても遜色のない規模といえる。また、 2 

m程の盛り土が遺存し、南東及び北東に長さ 3m程の

張り出し部が確認されたことに加え、南西には斜位に

掘り残した陸橋を設けるなど方形周溝墓としては珍例

に属する。柊塚の周囲を取り巻く周溝墓は溝の形態に

より、四隅を残すタイプ、 一周するタイプ、方台部中

央が切れるタイプ、隅の一部が切れるタイプなど多彩

てある。出土遺物は壺、小型壺、用、器台、台付甕な

ど全て土器て‘ヽ、甕類を除く器種には赤彩を施す例が多

ぃ。（昭和62• 63年度調査 事業団報告第89集）

［中耕遺跡］沖積微高地に位置し、調査面積は35,000

m 2てある。方形周溝墓6鴎［（弥生時代終末期～古墳時

代初頭）、住居跡8碑干、（縄文早期～中期10軒、弥生時

代終末～古墳時代初頭の集落7隣f)が調査されてい

る。方形周溝墓は、方台部の一辺が10mを越える大型

のものから一辺4mに満たないものまて規模に大きな

幅をもつ。大型の周溝墓の内 3基に lm程の盛り土が

遺存する。平面形は周溝が全周するもの、四隅の切れ

るもの、一辺の中央が切れるもの、隅の一部が切れる

ものが存在する。周溝墓は集落が廃絶されて間もなく

構築された。出土遺物は周溝から東海系、吉ヶ谷系な

どを含む底部穿孔の壺、甕、堪、器台、高坪などの土

器類の他、一木造り二又鋤などの木製品が、住居跡は

方形プランが一般的て‘‘、中央に炉跡を設ける。大半が

火災にあっている。遺物は日常の煮沸具、 供膳具の他

異形土器の出上も多数認められる。（平成元・ 2年度調

査事業団報告第125集）

［田島遺跡］毛呂台地の北東に連なる低台地（標高

29m)に位置し、調査面積は27,OOOm'て、西に稲荷前

遺跡、北東に棚田遺跡、北には桑原遺跡が隣接する。

検出された遺構は、古墳時代後期の住居跡6軒、掘立

柱建物跡7棟、土堀7基、溝跡9条、井戸跡9井、ヒ°

ット8暉て` ある。掘立柱建物跡は掘り方が小規模て‘あ

ることから中世以降の所産と考えられる。調森区の北

を東西に画する第 1号溝跡からは 6世紀前半の土器が

多量に検出された。本米、第 1号溝跡は 6世紀前半に

形成された桑原遺跡の南限を意図した溝て‘‘ある。集落

については、稲荷前遺跡に帰属する内容と思われる。

（昭和63年度調森）

［棚田遺跡］毛呂台地の北に広がる沖積微高地に位

置 し、調査面積は33,000m’て‘‘、標高28.5mて‘‘ある。検

出された遺構は住居跡2陣f(6世紀前半）、溝跡 2条、

畦状遺構lヶ所、歴史時代の井戸跡5井、土横7基て`‘

ある。住居跡は 3~6軒を一単位のまとまりとして 6

ヶ所程力渭認された。出土土器から桑原遺跡に若干先

行する段階と考えられ、当該地域におけるカマド導入

後間もない時期に位置付けられる。南限を画する溝は

東に向かい、桑原遺跡 (24号溝跡）、田島遺跡（ 1号溝

跡）を経由して更に東方に延びる。時期は田島遺跡の

一括資料から 6世紀前半と考えられる。（昭和63年度調

査）

II章は 『金井遺跡B区』（赤熊1994)より 一部改変して

転載した。

--13-



III 遺躊の概観
第 6図 金井遺跡 B区全体図

金井遺跡B区は東西120m、南北180m、調査面積

20000m'におよぶ中世の大鋳造遺跡て｀ある。遺跡は小字

名の金井にあたりその中ても東側に位置し、北側は既

に金井遺跡 (A区） として調査・報告されている。本

遺跡の西側部分の畑地も 字金井に含まれることから遺

跡範囲が広がるものと考えられ、西端には古社金山神

社が祀られ字金井の地にふさわしい景観をしている。

遺跡は毛呂台地北東先端にあたり、入西条里の施行さ

れたと思われる沖積地が一望てきる位置にある。

古代の遺構は竪穴住居跡30軒、掘立柱建物跡1冴東、

土擦を検出した。古代の集落は台地上及び緩斜面部、

そして、一段低い低台地上にも検出した。さらに隣接

する足洗遺跡や金井遺跡A区にも存在する。集落の開

始時期は本遺跡と A区が7椛紀前半てあるのに対し足

i妬釦祢は 5世紀末～ 6世紀初頭の時期に集落が造られ、

一度途切れた後、

化する。

7祉紀前半から再び集落が始まる。

いずれの遺跡も終焉は 9世紀末にはこの台地上から姿

を消す。

出土遺物は集落開始時期に比企型坪と日縁部に段を

もつ模倣坪を共伴させ長胴甕を伴う。 7世紀後半には

退化形態の比企型坪と北武蔵型杯を共伴させ、 8世紀、

南比企窯跡の成立と共に須恵器製品の供給が多くなり、

これまて‘ヽ、土師器に依存していた供膳具は須恵器に変

9世紀後半は灰釉陶器を出土する。

中世の遺構は調査区全体に分布する。検出された主

な遺構は、溶解炉2基、鋳造遺構群 (SS)15箇所、掘

立柱建物跡 (SB)1冴東、井戸跡l牡底溝跡53条、土猥

273基、粘士採掘跡3箇所、炭焼き窯 1基などて‘‘ある。

今回は鋳造遺構は台地上の平坦部分から東側の二段か

らなる緩やかな斜面部に大規模に検出された。

遺構が広範囲にわたるため調森区を第 1~7区に分

割し各区毎の遺構と遺物について鋳造跡、掘立柱建物

跡、溝跡、井戸跡、土横、火葬墓の順て‘報告する。

第1区には第 1鋳造遺構群を含む台地中央部分、第

2区は第 2~4鋳造遺構群を含む台地東側の縁辺部分、

X>3660 
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第3区は第5~13鋳造遺構群を含む東側緩斜面、第4区

は第14• 1湧射造遺構群が含む台地北東端の東側緩斜面

部、第 5区は北東端の低台地部分、第 6• 7区は台地

の北端部分てある。

第 1区は台地平坦部にあたり調査区の中ても標高

31.0mと高い位置に当たる。本区からは第1鋳造遺構群

(SSOl)を検出した。不整形の南北に長い鋳造土堀内

からは鍋鋳型、容器鋳型、羽釜鋳型を出土し、鋳物道

具は三叉状土製品、半球状上製品を出士。また、遺構

埋土中からは青磁碗を検出した。第 1鋳造遺構群の南

西には方形の第 1号土墟からは砂質土を覆土にもつ。

また、北側第 4号土城からは焼土とともに多量の滓を

検出した。これら生産遺構の南側には直径4.0om、深

4.50mの井戸跡を確認。さらに南側には 2X 3間、 3X

4間の建物跡を検出した。

第2区は未調査区を挟んて‘‘東側の台地上に展開する

地区て‘ある。本区の最大の特徴は鋳造作業に必要な粘

上の採集遺構が存在し、小規模の土横を多く検出した

ことにある。検出された遺構は第 2• 3 • 4鋳造遺構

群と第 1~3号粘土採掘跡を確認し、また、鍛冶炉を

伴う第85号士撰（竪穴状遺構）、第 1号炭焼き窯跡と鋳

造の作業のためと考えられる土猥群て‘ある。本区の中

心的な鋳造構群て‘ある第 2鋳造遺構群 (SS02)からは

第1鋳造遺構群からも出土した容器状鋳型を検出した。

東側には第22号溝跡が南北に走り覆土中からは中世陶

磁器とともに鋳造遺物を多量に出土した。また南側に ．

は大型の第19号掘立柱建物跡を検出。

第3区は調査区の東側に形成された二段からなる緩

斜面を中心とした地区て‘‘この斜面部分を利用した鋳造

遺構群を検出しに確認した鋳造遺構群は第5~13遺構

群て＼斜面部は多最の鋳造遺物を含む厚い堆積層て‘‘覆

われていた。第 5鋳造遺構群からは第 1• 2号溶解炉

と、炉の南側からは多量の梵鐘鋳型を出土した第1~10

号鋳造土墟を検出した。第1僅舟造遺構群からは梵鐘鋳

造土壊を検出し、このうち、第 1号鋳造土墟は底面に

掛け痕が見られ、第 7号鋳造土壊内からは梵鐘鋳型を

まとまって出土した。第 5• 7 • 8 • lffi豊構群は梵鐘

鋳造に関わる跡と考えられる。一方、第6鋳造遺構群

からは大型の獣脚鋳型を出土。第11鋳造遺構群からは

仏像・磐・注ぎ日・飾り金具等の仏具鋳型を出土し、

鋳造生産の様相が異なる。注目すべき遺構として本群

からは輔座の跡を検出した。第9・13は滓や炉壁片を中

心として出土し遺構は検出されず廃滓場と考えられる。

第4区は調査区北側にあたり第 3区からの緩斜面が

続き、この斜面部分に第14鋳造遺構群が存在し、容器

鋳型の据えられた鋳込み跡と炉跡を検出した。その東

側には廃滓場を主体とした第15鋳造遺構群が存在す

る。

第5区は北側の低台地に検出された土壊墓群と溝跡

てある。第 6• 7区は調査区北西にあたり台地の北西

端て‘‘ある。井戸跡、土猥、溝跡を検出したが、第 7区

の第50号溝は第 1区の第4号溝と対峙する断面 「V」

字型の深い堀て‘ある。

出土遺物は鋳型・鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、羽口等

の鋳造遺物と生産道具・陶磁器・木製品などてある。

これらは各遺構や斜面に形成された堆積層中から出土

した。

鋳型は日常用品と仏具用品とに大別てきる。日常用

品としては、第 1鋳造遺構から検出した口径27cm、底

径22cmの鍋鋳型やコップ状容器鋳型、口縁部に段をも

つ羽釜と見られる鋳型や大釜の鍔とえられるドーナッ

状の鋳型、そして黎鋳型を検出した。仏具用品の鋳型

は斜面部に形成された第5~15鋳造遺構群から検出さ

れ、梵鐘、小仏像、獣脚、火舎などの容器、磐、釘の

目隠しに使われたと考えられる飾り金具、蓋や吊り灯

籠などのつまみ、水差しの注ぎ日等の鋳型を検出した。

道具は鋳型成形に使う鉄製のハタマワシをはじめと

するヘラ状工具を検出。また、三叉状土製品や半球状

土製品、砥石を検出した。金井遺跡A区からは鍋鋳型

とともに鉗先製の箱を検出している。陶磁器は青磁・白磁

をはじめ渥美・常滑・瀬戸窯の製品を検出した。在地

産ては内耳鍋や甕土師質皿、片日鉢を検出した。木

製品は曲物、椀、きぬた、オシキ等て‘、その多くが井戸

跡からの検出てある。

--16-



中世の遺構・遺物における遺跡の年代観については

大きく 2時期あることが判明した。つまり鋳造を主体

とした時期と建物跡•井戸跡を含む集落としての時期

てある。鋳造の時期は陶磁器から見る 1鋳造遺構群か

ら検出された凌ぎ蓮弁の龍泉窯系の青磁碗や画花文の

銅安窯系の青磁碗、白磁皿の出土していること。そし

て、常滑の甕に13世紀中葉から後半の資料があるこ

と、また、溺『の四耳壺や渥美の甕が13世紀の前半に

位置づくことてある。鋳型から見ると梵鐘撞座が13世

紀後半から14世紀前半の文様てあること。集落の時期

は多くの井戸跡から検出された常滑、瀬戸・美濃をは

じめ在地産の片口鉢、内耳鍋等の遺物から14世紀中葉

から15世紀と考えられる。

中世の鋳造遺跡は長野県寺平遺跡、京都府京都大学

構内遺跡、大阪府真福寺遺跡、福岡県大宰府鉾の浦遺

跡とともに関東において代表的な遺跡てある。金井遺

跡ての鋳物師の活動を記した文献資料や伝承は伝えら

れていないが、ただ金山神社のみがその存在を今に伝

えてきた。ここに金井遺跡の様相が初めて明らかとさ

れる。

III章は『金井遺跡B区』（赤熊1994)より一部改変して

転載した。
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第 7図 金井遺跡 B区A • B地点全測図
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IV 遺構と遺物

一 古 代

今回検出された古代の遺構は竪穴住居跡3軒てある。

内訳は心也点て‘1軒、 B地点て‘2軒てある。分布の傾向

は前回の調査と同じく、 台地上に他の住居跡と一定の

い部分には遺構は分布しない。

出土遺物は、第32岩住居跡からわずかに出土した他

は、極めて少量て‘、あった。

距離を置いて存在する。また、 A地点北側の標高の高

第 8図 古代の遺構全体図
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(1) 住居跡

第15号住居跡（第9図）

P-10グリッドに位置する。前回の調査て‘‘は、東側

の竃部分が調森されている。今回その西側を検出した。

重複する遺構は、第10• 12 • 14号溝跡て‘‘いずれも本住

居跡より新しい。また、南西は攪乱によって壊されて

おり、住居跡は殆ど原形を留めていない。前回調査し

た東壁の寵部分と今回検出の西壁の北半分だけてある。

壁溝と思われる掘り込みによって北西隅と西辺の一部

を検出した。 これによって住居跡全体の規模ヵ濯窟定さ

れた。長軸は推定4.25m、短軸は推定4.13m、主軸方

位はN-81°-Eとなった。深さは前回竃側て‘9cmて‘‘あ

ったが、西側は 6~9 cmてある。床面等は重複によっ

てはっきりしない。溝跡の底面から新たにいくつかの

ピットが検出されたが、主柱穴と判断されるものはな

く、 その時期も不明て‘ある。

遺物は、出土しなかった。

時期は不明てある。

第31号住居跡（第10図）

N-10グリッドに位置する。第54• 55号溝跡によっ

て南側を壊されている。また、第58号溝跡が住居跡上

面を北西から南東方向に通っている。よって、検出さ

れたのは北半分て‘ある。長軸3.55m、短軸は推定2.70

m、主軸方位はN-81°-Eて‘‘ある。深さは 2~5 cmてゞ

ある。竃は検出されなかった。おそらく南壁或いは東

壁の南側に設置されていたものと考えられる。壁溝も

検出されなかった。床面はほぱ平坦て‘‘ある。ヒ°ットが

複数検出されたが殆どは本住居跡より新しく、中世の

掘立柱建物跡に伴うものてある。

遺物は、出土 しなかった。

時期は不明てある。

第32号住居跡（第12図）

Q - 8•9 グリッドに位置する。第17号井戸跡によ

り東隅を壊される。住居跡内には、中世の第31号掘立

柱建物跡の柱穴が掘り込まれていた。規模は、長軸4.80

m、短軸3.55mて、深さは24~35cmてある。主軸方位

はN-81°-Eてある。床面はほぼ平坦て‘、中央部に床

下土猥が検出された。土堀は長径1.83m、短径1.25

m、深さ 5~10cmの楕円形を呈する。ロームブロック

を主体とする暗黄褐色土の貼床の下は、黒色土を主体

とする暗黒褐色土て‘‘あった。壁溝は竃右側を除いて全

周している。壁溝幅15~35cm、床面からの深さ 3~11 

第 9図 第15号住居跡
＜
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第10図 第31号住居跡

|‘
_
-

I 
I 
I 

I 
I 
l 

I I 

I I I 
I ノ
I / 
＼ ／ 
¥. SD55 _____ _ 

、 -----、----‘------------

SD54 

`
V
 

SK112 

E
O
-
.
o
c
v
 

1黒褐色士

旦＿30.IOm B' 

言
cmてある。柱穴は竃の前方に 2基検出されたが主柱穴

は不明て‘ある。貯蔵穴は検出されなかった。第17号井

戸により壊された可能性もある。竃は北壁東寄りに検

出された。燃焼部長さ0.9m、幅0.75m、煙道長さ0.83

mてある。袖の長さは50cmてある。住居跡床面と竃底

面の差は 6cmてあり、 わずかに掘り窪めているようて‘

ある。竃底面と煙道とは21cmの段差を有する。煙道先

端のピットは、土層断面から、住居跡より新しい時期

のものと判断される。

遺物は、殆どが小破片て、、須恵器片 3点、土師器杯・

甕片22点、中世陶器片 2点と少贔て‘あり、時期もばら

つきがある。第11図1は比企型坪て‘ある。内面と日縁

部外面は赤彩される。

ロームプロック・ローム粒子若干 焼土粒子

少星粘性あり しまりあり

2m 
1 ; 60 

日唇部内面に沈線を有する。約

10％の残存て、、推定口径は11cmてある。

杯、底部の約20％の残存てある。推定底径10cmてあ

る。中央が厚く、周辺部は薄くなる。底部外面は回転

箆削りされる。白色針状物質を含む。鳩山産て‘ある。

3は土師器台付甕て‘ある。口縁部は約10%、胴部は60

％の残存て＼

2は須恵器

台部下半を欠失する。推定日径11.4cm、

同器高20.4cmてある。口縁部は粘土紐て外面に段を残

し、調整は横撫て‘、される。同部外面は下半まて木日状

のエ具により、下部は箆削りされる。内面は、特に下

半に磨き状の細かい撫て‘が施される。

第11図 第32号住居跡出土遺物
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第12図第32号住居跡

"1 
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I I I―/‘¥0、、

口 。ロニ万
1黒褐色土 褐色士プロック焼士粒

・炭化物粒少龍
B ¥III ／ ／ 忍’¥ ＼＼ ヽ II¥.._/ I ¥'ii鬱 2黒色士 焼土粒子炭化物粒子

粘性強

$ク。̀~@̀  <
3黒色土 2層に近似焼士プロック

4暗褐色土 地山の褐色土をプロック状に

多最含む

5黒褐色土 （天井部）ローム質土中に

焼土プロック微董混入

6黒褐色土 （天井部） 5層よりローム質土

多量

7黒褐色士 （天井部） 6踊よりローム質土

少嚢焼土多依

8暗黒褐色土 1屈に類似 黒色土主体

焼土粒子微量

9黒褐色土 6展に類似 ローム質土主体

焼土粒子・焼士プロック
10黄赤色士 （天井部の焼土化したもの）

焼土多最

II赤掲色土 （燃焼部に天井が崩落したもの）
12赤褐色土 （燃焼部に天井が崩落したもの）

[[層の焼土多量混入

13暗茶褐色土 焼土プロック少黄

_~I ~ 

14黒褐色土 黒色土ローム質土混在

15暗黄褐色土 （貼床）ローム質土を

」 プロック状に混入

16暗懇褐色土 黒色土主体
B 3100m 

8 

三 2m 
1 60 

＂ • I I 
鬱 、、攣‘‘‘寧 b 30.90m b' 

！ロ ” 量
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2
 

中 世

今回の調査ては北側の調査区をA地点、南側の調査

区をB地点とした。 A地点は中央部の道路予定地部分

が大きく掘削され破壊されていたために北側の遺構の

広がりがわかり難くなっていた。全f本的には前回の調

査と同様に、北側は遺構の分布が希薄て南側に集中し

ている。鋳造関連の遺構、掘立柱建物跡、井戸跡、火

第13図 中世の遺構全体図

葬墓等を検出したが、今回注目されるのはB地点て‘‘、

村落の中心とも考えられる大形の掘立柱建物跡が検出

されたことてある。調査前の予想ては鋳造関連の上墟

などの存在が予想されたが、 それらはB地点ては殆ど

検出されなかった。遺物は全体に少ないが、青磁碗、

常滑産の甕、滓、鋳型破片等が出土した。
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(1) A地点

A地点て‘検出された遺構は、鋳造関連遺構2箇所、

掘立柱建物跡4棟、井戸跡1基、火葬墓2基、溝跡9

条、土墟9基て、ある。土壊の中には鋳造に関連して使

用された粘土の採掘跡も見られる。また、前回調査て‘

検出されていた工房跡も続きが検出された。遺構の分

布は、調査区北側は攪乱が多かったが、遺構も薄い傾

向が見られた。遺構の重複からは最低3時期の区分が

可能て‘ある。鋳造関連遺構及び井戸跡の時期、次いて‘

掘立柱建物跡、そして溝跡という大まかな変遷が考え

られる。

出土遺物の総量は多くないが、常滑の甕片、青磁片、

在地産の捏ね鉢等の他に炉壁、滓等が出土した。

第14図 A地点の遺構
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ア鋳造関連遺構

第16鋳造遺構群（第15図～第24図）

金井遺跡B区は、北東に伸びる台地の台地上および

東側斜面に展開する。今回の調査区は台地上の一部と

東側の緩斜面部の一部て‘ある。第1箱寿造遺構群（略称

SS16)は、東側の緩斜面部にあたる調査区のN-11グ

リッドに位置する。

本遺構群は、西側から東側に緩やかな傾斜をもつ地

形を利用した鋳込み土壊群と考えられる。円形の遺構

と方形または長方形の竪穴状遺構が重複して検出され、

第 1号鋳造土壊（略称SSk1)～第18号鋳造土猥

(SSk18)とし、第12~14、16号は欠番てある。円形

の遺構は炉跡と考えられ、長方形の遺構は輌座の可能

性もあるが不明、規模のやや大きな方形の遺構は鋳込

みなどの作業場の可能性があり、これらが組み合わさ

れて鋳造単位が構成されていたものと考えられる。こ

の単位が複数重複したものと考えられる。覆土は焼土

粒子、炭化粒子、鉄滓などの暗灰色土に覆われていた。

第15図第16鋳造遺構群

A 30.00m A' 

B 30.00m B' 

冒 2m 
1:a) 
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第 1号鋳造土堀

本土堀は、遺構群の南西に位置し、第 4、 5号鋳造

土壊を切り込んて‘造られていた。形態は円形て‘‘、規模

は長径62cm、短径58cm、深さ43cmて‘ある。主軸方位は

N-35°-Wて‘‘ある。覆土の第 1、2層は暗灰褐色およ

び暗黄褐色土て炉壁片を多く含み、粘性、 しまりをも

つ。第3層は黒褐色土て‘鉄滓を多量に含み、焼土、炭

化物を多く含む。第4層は暗黄褐色土て‘‘ロームブロッ

ク、ローム粒子を多く含む。

検出した鋳造遺物は鉄滓、臼色滓、炉壁、鉄塊、羽

日、木炭て‘ある。

第 2号鋳造土壊

本土墟は、遺構群の南西に位置し、第 1号鋳造上壊

の東側て‘ある。第 3、 4、 5、 7号鋳造土墟を切り込

んて造られていた。形態は円形て‘‘、規模は長径105cm、

短径95cm、深さ70cmてある。主軸方位はN-54°-Wて‘‘

ある。覆土の第 1層は暗灰茶褐色て‘‘鉄滓を多輩に含み、

粘性、 しまりをもつ。第 3層は暗オリ ーブ灰色上て‘ロ

ームブロック、焼土ブロックを少贔含む。

検出した鋳造遺物は鉄滓、白色滓、炉壁、鉄塊、羽

ロ、鋳型て‘‘ある。

第 3号鋳造土塀

本土墟は、遺構群の中央に位置し、第4、5、10号鋳

造土城を切り込んて‘造られ、第2、6、7、9・18号鋳造

土擦に切られていた。形態は方形て‘‘、規模は長径240

cm、短径205cm、深さ12~20cmてある。主軸方位はN-

43°-Eてある。覆土の第 1層は暗灰褐色土て‘ロ ーム粒

子を少量、焼土粒子をやや多く含む。粘性、 しまりを

もつ。第 2層は暗黄褐色土て‘ロ ームブロック多量、焼

土粒子少量て‘ある。堆積状況は人為堆積とみられる。

作業面は、地山のロ ーム面を利用し平坦てある。掘

り込みは浅く、壁は垂直に立ち上がる。

南側には、第 1、2号鋳造土横が存在する。これら

の土堀の性格は溶解炉の基底部が据え付けられる炉跡

の下部構造の可能性も考えられ、第 3号鋳造土渡がこ

れらに伴う関連の作業面との見方もてきるが、鋳込み

土塘の可能性もあり性格は不明て‘、ある。

第16図第 1号鋳造土壊
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1暗灰褐色土炉壁の破片多依粘性あり しまりあり

2暗黄褐色土 ローム ・炉壁片 ・粘土多址粘性強 しまり

あり

3黒褐色土鉄滓多壼焼土・炭化物多址粘性あり し

まりあり

4暗黄褐色士 ローム粒子・プロック多批粘性強 しまり

あり

第17図第 2号鋳造土城

SSK2 

-A' 

A 30.30m ユ‘

1暗灰茶褐色士 鉄滓多黛粘性あり しまりあり

2暗灰茶褐色士粘性あり しまりあり

3爵オリープ灰色土 ロームプロック ・焼土プロック少呈 粘性強

しまりあり

第18図第3号鋳造土城

A 29.90m _A 

1 9音灰褐色士 ローム粒子少位焼士粒子やや多い粘性あ

り しまりあり 人為堆和

2暗黄褐色土 ロームプロック多祉焼土粒子少嚢粘性あ

り しまりあり 人為堆和
lm 

9: 40 
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第4号鋳造土壊

本土墟は、遺構群の南西に位置し、第 5、10、11号

鋳造土堀を切り込んて造られ、第 1、2、3号鋳造土

横に切られていた。形態は長方形て‘‘、規模は長径180

cm、短径102cm、深さ 11~15cmてある。主軸方位はN-

r-Eて`ある。

作業面は、地山のロ ーム面を利用し平坦て‘ある。掘

り込みは浅く、壁はなだらかに立ち上がる。

第 5号鋳造土壊

本土横は、遺構群の南西に位置し、第 1、 2、3、

4号鋳造士壊に切られていた。形態は長方形と推定さ

れる。規模は長径155cm、短径142cm、深さ9cmと浅い。

主軸方位はN-4T-Wてある。

本遺構は軸方向が第 3号鋳造土壊と同じてあり、約

1.46mほど南西に位置する。

第 6号鋳造土堀

本土墟は、遺構群の南東に位置し、第 3、7号鋳造

土壊を切り込んて‘‘造られ、第 9、8号鋳造土墟に切ら

れていた。形態は方形て‘‘、規模は長径135cm、短径130

cm、深さ11cmてある。主軸方位はN-43"-Eてある。

本遺構は軸方向が第 3、5号鋳造土堀と同じてあり、

第3号鋳造土城東側に位置する。

第3• 5 • 6号鋳造土城は軸方位が近似し、浅い掘

り込みて｀壁際に周溝をもたず遺構の構造も近似するな

第19図 第4• 5号鋳造土城

SKa 

--―― 

ヽ

可

SSK7 

第20図 第 6 • 7号鋳造土塙

三

どの共通点がみられる。

第 7号鋳造土壊

本土撰は、遺構群の南東に位

置し、第3号鋳造土墟を切り込

んて造られ、第2、 6、8号鋳

造土猥に切られていた。形態は

長方形て口規模は長径155cm、短

径143cm、深さ 2~6 cmて‘ある。

主軸方位はN-38"-Eて‘ある。

第 8号鋳造土壊

本土墟は、遺構群の北東に位

置し、第9、17号鋳造土塘に切

られていた。形態は方形て‘、規

第21図第 8• 9 • 17号鋳造土堀

S0S7 

門

A 29.70m 
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模は長径206cm、短径76cm、深さ25cmてある。主軸方位

はN-26°-Eてある。

第 9号鋳造土壊

本土墟は、遺構群の北東に位置し、第 3、6、8号鋳造

土塘を切り込んて造られ、第17号鋳造土壊に切られてい

た。形態は長方形て口規模は長径131cm、短径76cm、深さ

8~10cmてある。主軸方位はN-60°-Wて‘ある。

第17号鋳造土壊

本土堀は、遺構群の北東に位置し、第 8、9号鋳造

土墟に切っている。形態は方形て、、規模は長径297cm、

短径140cm、深さ5cmてある。主軸方位はN-45°-Eて‘‘

ある。

第8• 17号鋳造土横は規模も大きく壁溝を伴う。ま

た、第7• 9号鋳造土猥は長方形て‘周溝を伴い規模も近

し‘o

第1D号鋳造土堀

本土墟は、遺構群の北西に位置し、第11号鋳造土墟

を切り込んて造られ、第 3、4号鋳造土横に切られて

いた。形態は方形て‘‘、規模は長径133cm、短径132cm、

深さ16cmてある。主軸方位はN-2°-Wて‘ある。

第11号鋳造土壊

本土墟は、第10号鋳造土擦の西側に位置し、第 4、

10号鋳造土擦に切られていた。形態は長方形て、、規模

は長径110cm、短径41cm、深さ18cmてある。主軸方位は

N-11°-Eてある。

第15号鋳造土堀

本土漿は、遺構群の東側に位置しPitl~Pit3が存在

する。第57号溝跡の東側にあたる。形態は不整形て‘‘、

規模は長径125cm、短径90cm、深さ12cmてある。主軸方

位はN-31°-Eて‘ある。検出した鋳造遺物は鉄滓、白

色滓、炉壁、鉄塊、木炭、羽口て‘ある。

第18号鋳造土堀

本土擦は、遺構群の中央に位置する。第 3• 6 • 7号

鋳造土漿を切り込んて‘‘造られ、後世の柱穴に切られて

いた。形態は円形て‘‘、規模は長径81cm、短径57cm、深

さ14cmてある。主軸方位はN-8°-Eてある。

土堀底面の周囲は被熱され赤褐色て‘‘ある。

第22図第IO• 11号鋳造土城
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第17鋳造遣構群（第25• 26図）

第17鋳造遺構群（SS17)は、調査区北側のL-11グ

リッドに位置する。

本遺構群は、金井遺跡B区の中て最も地形が高く、

台地北端側にあたり、本遺構群は第 1号鋳造土猥（略

称SSkl)～第3号鋳造土横 (SSk3)が存在する。

第 1号鋳造土堀

本土檬は、第 3号鋳造土槻を切り込んて造られてい

た。形態は楕円形て‘‘、規模は長径88cm、短径56cm、深

さ46cmて‘ある。主軸方位はN-8°-Wてある。覆土中

からは鉄滓、白色滓、炉壁、鉄塊、羽口、木炭、鋳型

などの鋳造遺物を多く検出した。

第 2号鋳造土堀

本土墟は、第 1号鋳造土墟の西側に位置し、形態は

楕円形て‘、規模は長径98cm、短径52cm、深さ48cmてあ

る。主軸方位はN-5°-Wてある。覆土の第7層は暗黄

褐色土て焼土ブロックを主体とする。

第 3号鋳造土壊

本土渡は、第 1号鋳造土擦の南側に位置し切られて

第25図第17鋳造遺構群
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いた。形態は楕円形て、、規模は長径80cm、深さ32cmて‘

ある。覆土中からは鉄滓、白色滓、炉壁、鉄塊、羽1J、

木炭、鋳型などの鋳造遺物を多く検出した。

第26図第 I• 2 • 3号鋳造土城

＿ム'

A 30 2am -A' . A 30.20m ⇒’ 

2 ce OO  邑 ] 
1暗褐色土 焼土プロック・鉄滓少景粘性あり

あり

2 暗褐色土 焼士プロック少最鉄滓多蘇粘性あり し

まりあり

3 暗黄褐色土 再堆積ローム粘性強 しまりあり

4暗茶褐色土 焼土粒子 ・炭化物少最 白色軽石含む粘性

あり しまりあり

5暗褐色土 ロームプロック ・焼士粒子微昼粘性強 し

まりあり

6暗褐色土 焼士プロック微最含む粘性強 しまりあり 1 m 

7暗黄褐色士 焼土プロックを主体粘性強 しまりあり 140 
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鋳造遺構群からは鋳造遺物以外の土器類は殆ど出土

していない。第27図1は第1倍寿造遺構群出土。捏ね鉢

と思われる。推定底径14c皿外面は箆削りされる。内

面は磨耗して平滑てあるが、表面は斑状に剥離してい

る。胎土は石英、長石などの他に礫を多く含み粗い。

焼成は良好て＼色調は灰色を呈する。 2• 3は第17鋳

造遺構群出土。 2は、灰釉陶器皿。口縁部約10％の残

存て‘ある。口縁部外面以下は無釉。推定口径12c皿胎

土は緻密て‘‘、やや買色味のある灰色を呈する。焼成良

好。 3は、常滑産と思われる甕の頸部付近の破片てあ

る。外面は自然釉が付着する。

第27図 第16• 17鋳造遺構群出土遺物

SS16 SS17 

＼こ二□こ ー ／

10cm 
l : 4 

イ 竪穴状遣構（第28図）

調査時には第112号土横としたが鍛冶炉を伴う竪穴状

遺構てゞ、前回報告の第85号土塘の北側の未調査部分を

検出した。全体の形態は隅丸長方形を基本とし、南西

部分が張り出している。規模は長軸3.03m、短軸2.16

m、深さ20cmてある。覆土は焼土粒子及び炭化粒子を

多量に含む暗褐色土てあった。前回調査ては鍛冶炉は

第28図 第112号鋳造土塙
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1か所て‘あったが、北東部分に新たにもう 1か所検出

された。また、北東部分は壁溝状にL字型に掘り込み

が認められた。ピットは新たに 3基検出したが本竪穴

に伴うかは不明て‘ある。

遺物は、出土しなかった。
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°| 冒3 培褐色土 焼士・炭化粒子ック4 暗褐色士 炭ロ化ー粒子多恒焼土粒子
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ムプロック

E 5 暗灰褐色士 ローム粒子多梵

く1

g 6 黒褐色土 ロームプロック若干
゜ ロームプロック

』 7 暗褐色土 ローム粒子極多祉
8 黒褐色土 炭ャ化粒子焼士粒子・

焼士プロック多籠

粘性あり しまりあ り

B 30.00m B' 

皇 2m 
1 : 60 
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ウ粘土採掘堀（第29図）

K • L-12グリッドて検出された。第272• 273号土

堀が複合している。掘り上がりはややまとまりのある

形になっているが、掘り込みは 6回以上あったことが

調査時の所見て‘‘窺われた。確認面から40cmほどのとこ

ろて幅0.8~1mの平坦面を持ち、更に40cmほど掘り込

まれている。粘土層は二段目の掘り込み部分から下に

あり、この粘土を採取したものと考えられる。底面は

砂礫層に達しており、南及び東側は横方向に掘削して

いるため一部オーバーハングしている。規模は長軸4.1

m、短軸3.4mて深さは1.07mてある。覆土は暗褐色土

及び黒褐色土て‘‘、 1層は焼土粒を含むが、他はいずれ

もロームブロック及び粘土を多贔に含んて‘‘いる。特に

最下層は黒褐色土と粘土の互層てあり埋め戻されたも

のと考えられる。

出土遺物は、須恵器甕小破片 1点、土師器細片 3点

のみて、混入したものと判断て‘きる。また、図示てき

る遺物はない。

工 掘立柱建物跡

第27号掘立柱建物跡（第30図）

M・ N-10グリッドて検出された。調査区北側寄り

にあたる。前回調査分を含めて図上て復原した。重複

が激しく第28• 30号掘立柱建物跡、第17号火葬墓、第

54 • 58号溝跡が切り合っている。各溝跡よりは古いが

他の遺構との新旧関係は不明て‘ある。規模は 3間X3

間と考えられるが1間X3間の身舎の両側に庇がつい

たものとも見える。柱間は、桁行は1.90X 2. lOX 1. 75 

mて貰t5.75m、梁行は1.50X 2. 45X 1. 30mて計5.25m 

てある。軸方位はN-62°-Eてある。柱穴は小規模な

ものが多い。形態はいずれも円形て、、検出面て‘‘の直径

は24~65cm、深さは12~57cmてある。覆土は黒褐色土

を主体とするものて｀あった。

遺物は、出土しなかった。

第29図第272• 273号土壊
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1陪褐色土 焼土粒子少址粘性あり しまりあり

2暗褐色士 口＿ムプロック多祉粘性あり しまりあり

3黒掲色土 ロームプロック少呈粘性あり しまりあり

4黒褐色土 ロームプロック多黛粘性あり しまりあり

5 9音黄褐色粘土 粘性強 しまりあり

6黒褐色土 淡黄色粘土多位粘性強 しまりあり

2 m 
l : 80 

第28号掘立柱建物跡（第31図）

N-10グリッドて‘検出された。第27号掘立柱建物

跡、第265号土壊、第58号溝跡、第17号火葬墓と重複す

る。重複関係から第265号士猥、第58号溝跡より古いと

考えられる。規模は 2間X2間と考えられる。東辺は

3間になる可能性がある。柱間は、桁行は1.90X 2. 20 

mて計4.10m、梁行は1.50Xl.25Xl.2Qmて計3.95m 

てある。軸方位はN-7°-Wて‘、ある。柱穴は小規模な

ものが多い。形態はいずれも円形て‘ヽ、検出面て‘の直径

は32~53cmてある。深さは9~64cmと幅があるが四隅の

柱穴は深くしっかりしている。覆土は暗褐色土を主体

とするものて‘‘、焼土粒子を含むものてあった。

遺物は、出土しなかった。

-31-



第30図第27号掘立柱建物跡
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D 30.20m _D' 

， 
E 30.20m -g’ • 1黒褐色土 ローム ・焼土プロック若干

粘性あり しまりあり

2黒褐色土 ロームプロック・ローム粒子

やや多 い 粘性あり しまりあり

3暗黄褐色土 ロームプロック ・ローム粒子

多最粘性あり しまりあり

F 30.20m -E' 

二。 2m 

160 
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第29号掘立柱建物跡（第32図）

N-10・ 11グリッドて検出された。建物南側は前回

調査の図面を含めて、全体を図上て‘‘復原した。第28号

掘立柱建物跡の3.2m東にあたり、第28号掘立柱建物跡

の南辺を延長すると本建物跡の北辺にあたる。第30号

掘立柱建物跡、第269号土墟、第54・55・61号溝跡と重

複する。第269号土壊、第54・55号溝跡より古い。規模

は4間X2間と思われるが、柱穴の配列はやや不規則

て‘‘ある。また、建物内側にも複数の柱穴が検出された

が、本建物跡に伴うものは不明て‘‘ある。桁行5.30m、

梁行4.30mてある。軸方位はN-13"-Wてある。柱穴

は小規模て、、形態は円形或いは楕円形て‘ある。検出面

ての直径は26~50cm、深さは10~44cmてある。覆土は

疇色土を主体とするものて‘あった。

遺物は、 Pl7から同じく須恵器甕小破片 1点が出士

しているだけて＼図示て‘‘きるものはない。

第31図第28号掘立柱建物跡
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1暗褐色士 焼土粒子少量粘性あり しまりあり

2暗褐色土 ロームプロック・焼土粒子少量粘性あり

しまりあり

3暗黄褐色士 ロームブロック多最粘性強 しまりあり

2m 

I:60 
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第30号掘立柱建物跡（第33図）

N-10 • 11グリッドて検出された。建物南側は前回

調森の図面を含めて、全体を図上て復原した。第27• 

29号掘立柱建物跡、第268• 269号土猥、第54• 55 • 61 

号溝跡、第1倍寿造遺構群と重複する。各溝構より古

く、第1傍寿造遺構群より新しい。規模は 4間X3間て‘‘

あるが、北東及び北西側の柱穴の規模が小さい。桁行

9.15m、梁行6.20mて` ある。軸方位はN:_56°-Wて‘あ

る。柱主穴はおおむね大小の冴配穎あり、規模の比較的大

第32図 第29号掘立柱建物跡

0(  ］ 

□)p97 

C)。
二SD55 ◎ 斥 0 ~ 

SD54 

〇)p24

C 3020m 

きな杜主穴の身舎があってその北西と北東に庇がつくも

のかもしれない。i主穴の形態は隅丸方形に近いものも

あるが、円形或いは楕円形が基本と思われる。検出面

ての直径は小さいものて26~30cm、大きいものは60~75

cmてある。深さは15~75cmてある。覆士は暗褐色土を

主体とするものてあった。

遺物はP9からエ師器細片 4点を出土したが、図示

てきるものはない。
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1黒褐色士 ロームプロックやや多い 粘性あり
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第33図 第30号掘立柱建物跡 (I)
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第34図 第30号掘立柱建物跡 (2)

A 31.00m 
A
-

旦 31.00m 8' 

C 31.00m _Q' 

D 3100m D 

E 31.oom E' 

F 31.00m -E' 

~31.00m G' 
1暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子若干

粘性あり しまりあり

2暗灰褐色士 ロームプロック ・炭化物少量

粘性あり しまりあり

2m 
I:60 

オ 井 戸 跡

第15号井戸跡（第35図）

N-9 • 10グリッドて検出された。第56号溝跡が上

面を切っており、中央には井戸埋没後に第18号火葬墓

が掘り込まれている。平面形は楕円形を呈する。掘り

込みは上面から半ばにかけてロート状に狭くなり、下

方は筒状となるが、下半分は大きく東に傾きながら水

袋状に膨らんて、いる。使用の途中て‘‘崩落したものと思

われる。覆土は黒褐色土が主て、、堆積状況は自然堆積

と思われる。断面は1.4mまてて、それ以下は重機によ

り断ち割りを行ったが、断面図は作成てきなかった。

規模は、検出面て‘‘4.40X3.5Qmてヽ 、深さは4.9mて‘あ

った。

遺物は、覆土中から須恵器片8点、中世陶磁器類25

点、打製石斧2点が出土した。須恵器及び打製石斧は

混入て‘‘ある。第36図1は青磁碗てある。底部約25％の

残存てある。推定底径6c皿釉は厚く、高台先端は無

釉。胎土は緻密て‘‘灰白色を呈する。龍泉窯系。2は鉢

か。底部約5％の残存て‘ある。胎土は小礫を含む。色調

は明灰色て‘‘焼成は良い。3は甕。口縁部約20％の残存

てある。口縁部は外反して短く立ち上がる。口縁下か
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第35図第15号井戸跡

ー
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SD56 

ユ＇．

1黒褐色土 ローム粒子少位粘性あり しまりあり

2累褐色混展士 ローム・焼土プロック若干 粘性強、しまりあり

3鳥島色混屡士 ロームプロック多嚢粘性強 しまりあり

4黒褐色土 ローム粒子若干 粘性強 しまりあり

5陪貴褐色土 ローム粒子多量粘性あり しまりあり

2m 
1 : 80 

ら頸部にかけては横方向の連続した指押しの後、横方

向の撫て‘を施している。胴部外面も指頭痕及び横方向

の撫て‘が見られる。内面は口縁部は横方向の撫て‘‘、胴

部は外面と同じ調整がされる。胎土は石英、赤色粒、

礫を含み、酸化炎焼成される。在地産。 4~6は鉢口縁

部。いずれも 10％ほどの残存て‘ある。口縁部内面に

は、浅く幅広の沈線が廻る。 4は口縁端部を丸く、 5は

やや平坦に、 6は摘み上げて鋭角に作る。胎土は粗くい

ずれも長石、片岩などの礫を多く含む。色調は、 4は表

面は灰色を呈するが、内面はにぶい橙色、 5・6は褐色て‘‘

ある。焼成は良くない。在地産。7・8は同じく鉢の底部

と思われるが、胎土は礫を含まず比較的硬質て‘ある。

色調は淡橙色。焼成良好。残存は7は約10%、8は15%

てある。 9はこね鉢の底部。約10％残存。外面は縦方向

の箆削り調整。内面は使用により平滑になっている。

力 溝 跡

第54号溝跡（第37図）

N-9 ~11グリッドにかけて検出された。前回調査

の第12号溝跡の続きて‘ある。調査区の境て東西方向に

向きを変える。第27• 29 • 30号掘立柱建物跡、第1倍寿

造遺構と重複し、これより新しい。第55号溝跡と並行

しているが、第55号溝跡が新しい。第55号溝跡は前回

胎土は長石を多量に含む。色調は橙褐色。焼成は良好

て硬質。 10は土鍋の底部と思われる。約15％残存して

いる。内外面黒色て‘、外面は煤けているが底部外面は

表面が摩滅しており灰白色の胎土が露出している。胎

土は長石、片岩などの礫を多く含む。焼成は軟質て，，良

くない。11~15は甕の胴部破片。いずれも硬質て焼成

良好。常滑産。 16は須恵器坪底部。 18~20は須恵器甕

胴音随皮片。 21・22は打製石斧て‘ある。 21は緩い括れを有

する分銅形てある。刃部はやや偏った直刃て‘ある。緑

泥片岩の扁平な石材を用いている。幅7.5cm、長さ 11.7 

C叫重量は161.2gてある。22は片面に自然面を残す。

短冊形の平面形て‘ヽ、刃部付近に最大径がある。刃部付

近に細かい調整を加えている。石材は片岩起源のホル

ンフェルスてある。最大幅は4.7cm、長さ 11.8c皿重量

は87.7gてある。 16以下は混入てある。

調査の第10号溝跡の続きて‘‘、第12号溝跡は第10号溝跡

より古いという調査所見に矛盾しない。今回検出した

長さは19mて‘ある。幅は0.85~1.6mてあり、深さは浅

い所て‘7cm、深い所は20cmてあった。前回調査分を含め

ると長さは62.4mになる。
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第36図 第15号井戸跡出土遺物
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遺物は、土師器片、陶磁器片など少量て‘‘あるが混入

カ哨 しい。図示したものも混入と思われる。第40図 1

は蓋。鉄釉て‘‘模様が描かれる。推定日径7.4c皿 2は砥

石て‘‘ある。かなり使用されている。長さ 12.9cm、幅2.5

cm、厚さは最大て‘1.4cm残存していた。 重贔は80.9gて‘‘

ある。遺物の時期は19世紀以降と思われる。

第55号溝跡（第37図）

N-9~11グリッドにかけて検出された。前回調査

の第10号溝跡の続きてある。第54号溝跡と並行してい

る。重複関係などは前述のとおりてある。長さ 18.2

m、幅0.75~0.9m、深さ5~35cmてある。第10号溝跡

を含めた長さは63.Smてある。

遺物は少なく、第54号溝跡と同じように中・近世の

遺物が混入している。第40図3は常滑産と思われる甕

片て‘ある。5は凝灰岩質の砥石。 4は5と同じ石材て‘‘

あるが用途不明。

第56号溝跡（第37図）

M•N- 9 グリッドて検出された。北西から南東方

向に伸びる。北西端は調査区内て‘‘消失するが、前回調

査の第51号溝跡或いは第52号溝跡に続く可能性があ

る。南東側は第54号溝跡にぶつかり、途中、第59号溝

跡が接続しているが、それぞれの重複関係は不明て‘あ

る。また、第18号火葬墓、 第15号井戸跡を切ってい

る。長さ9.7m、幅0.7~1.2皿検出面からの深さ15~25

cmてある。

遺物は、染付が2点出土 した。第40図6は筒丸形の

小砺よ推定日径 7cm、肥前系と思われる。 7は端反形

の小坪。推定口径7cm、器高2.8cm、推定底径2.8cmて‘

ある。胎土は白色て‘ヽ 、釉はガラス質て‘、ある。19-tJt紀代

てあろう 。

第57号溝跡（第38図）

N-11グリッドて‘検出された。調賓区の南東の隅に

あたり、前回調査の第 7号溝跡が南から続き、本調査

区内て‘‘東に向きを変え前回調査の第24号溝跡に続く 。

第54• 55号溝跡がぶつかっているが重複関係は不明て‘‘

ある。第1倍寿造遺構群より新しい。検出された長さ9.7

m、幅は1.26~1.78m、深さは19~42cmて‘掘り込みは

しっかりしていた。前回調査分を含めると長さは49.7

mになる。

遺物は須恵器甕破片 2点が出土したのみて、図示て‘‘

きるものはない。

第58号溝跡（第37図）

M・ N-10グリッドて‘検出された。第56号溝跡の東

約 7mの位置にあり同溝跡に並行している。第265号土

横と重複し、これより古いと考えられる。南側は第31

号住居跡を切って第 4号溝跡まて｀延びるが、新旧関係

は不明てある。長さ6.57m、幅0.45~0.65m、深さは

5 cm前後て極めて遺存状況が良くない。

遺物は、出土しなかった。

第59号溝跡（第39図）

M•N- 9 グリッドからM- 11グリッドにかけて検

出された。東西に伸びる溝跡て‘‘、西側は南に向きを変

え第56号溝跡に続く。検出された長さは22.7m、幅は

0.5~0.8m、深さは10cm前後て‘ある。

遺物は、 第40図のカワラケと古銭が出土した。 8

は、推定口径10cm。庫鹿轄成形て‘‘ある。砂粒、角閃石を

含み、色調は褐色を呈する。9は寛永通賓、10は天聖

元賓 11は熙寧元賓、 12は不明てある。

第60号溝跡（第38図）

L-11・12グリッドて検出された。東西方向の溝て` ‘

ある。途中て｀北側に延びる溝が分岐している。検出さ

れた長さ 10.7m、幅0.4~0.82m、深さは11~32cmて‘‘

ある。

遺物は須恵器片、陶器片などが少量出上している。

遺構の時期は中世以降と思われる。第40図13は陶器。

推定底径7.4c皿内面に赤色の釉が施される。14は須恵

器杯。口径12.5cm、底径5.9cm、器高3.6cmてある。外

面に墨書がある。鳩山産。

第61号溝跡（第39図）

N-10グリッドて検出された。北西から南東方向の

溝て‘南側は広がって第54号溝跡にぶつかる。長さ約 2

m、幅0.4~1.2m、深さは10cm前後て‘ある。

遺物は、出上しなかった。
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第37図溝跡 (I)
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第62号溝跡（第39図）

L-11・12グリッドて検出された。南側は攪乱て‘大

きく壊されている。調査区内て東に方向を変える。長

さ8m、幅1.1~1.9m、深さは16~30cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第38図溝跡（2)
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第39図 溝跡（3)
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第40図溝跡出土遺物

8D54 『＿＿ー，i r，7 1 1 1ー・11 I 8D55 
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古銭…1:1

SD60 

三 3 こ

キ火葬墓

第17号火葬墓（第41図）

N-10グリッドて‘検出された。隅丸長方形の土横の

わきに径0.6mほどの不整円形の掘り込みがあり底面の

ピットて繋がっていた。本体部分は1.05X0.38m。深

ヽ

□ _1 
0 10cm 

| ,'|  | 1 4 

0 2cm 1,1 

さ22cmと浅く小さい。良く焼けており、頭骸骨などの

骨片が検出された。

第18号火葬墓（第41図）

N-9グリッドて検出された。第15号井戸跡が埋ま
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った後に掘り込んて‘‘いる。第56号溝跡に切 られてい

る。T字形を呈 し、1.95X 1.16m。深さ21cmと大形て‘

ある。底面に焼土が発達しており人骨が見られた。覆

第41図 第17• 18号火葬墓
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＜
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遺物は、須恵器甕片、陶器鉢片3点が検出されたが、

図示てきるものはない。
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ク土堀

第265号土壊（第42図）

M・ N-10グリッドて‘検出された。第28号掘立柱建

物跡、第58号溝跡と 重複する。平面形は隅丸長方形を

呈する。大きさは1.70 X 1.18mて‘‘、深さは20cmてあ

る。

上層から鉄滓を出土 しているが、 土器類は出土しな

かった。

第266号土壊（第42図）

M-10グリッドて‘検出された。不整円形てある。重

複はない。底面に深さ29cmのピットカ渭御忍された。直

径は0.95m、深さは 9cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第267号土堀（第42図）

M-11グリッドて検出された。不整楕円形て‘ある。

他の遺構との重複はない。大きさは、 0.68X O. 44m、

第42図土城

深さは19cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第269号土壊（第42図）

N-10グ リッドて検出された。不整形の土横て‘あ

る。第29・30号掘立柱建物跡と重複する。大きさは1.40X

1. 24m、深さは60cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第270号土壊（第42図）

M-11グリッドて検出された。円形乃至楕円形と思

われるが北側は攪乱によって壊されている。大きさは

0. 83m~餌忍された。 深さは18cmて‘ある 。

遺物は、須恵器坪片、土師器細片15点が出土したが

図示てきるものはない。

第271号土壊（第42図）

K-11グリッドて‘検出された。楕円形の土堀て‘あ
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る。両側を攪乱によって削られているため本米の形を

留めていないかもしれない。大きさは0.88X0.5Qm、

ケ グリッド出土遺物（第43図）

1 • 2は須恵器坪。いずれも底部外面は回転箆削り

される。鳩山産。 1は推定底径7.4c皿 2は推定日径12.4

cm、同底径6cm、器高3.7cmてある。 3~ 7は須恵器

甕。 3は頸部、櫛描きの波状文が施される。他は胴部

破片てゞ、平行叩きてある。 4• 7は内面に当て具痕が

あるが、 5 • 6は当て具痕を消している。 4• 7は鳩

山産。 8 • 9はカワラケ。 8は推定口径9.6cm、同底径

5 cm、器高2.3cmてある。輪輯成形てゞ、淡褐色て軟質。

第43図 グリッド出土遺物

¥―--/ 二

深さは79cmてある。

遺物は、染付碗が出土している。

9は推定口径11.6cm、同底径6.4cm、器高1.9cmてあ

る。輔鹿轄成形て褐色。やや硬質て‘ある。 10~13は青磁

運弁文碗。 10• 11は龍泉窯系。 10はやや黄色味が強

い。 12は高台内無釉て‘‘緑の発色が強い。 13は壺底部。

推定底径16c皿内面には薄く釉がかかる。常滑産。14~16

は陶器甕片。胎土は砂粒、長石を含む。淡賀灰色て表

面は褐色から暗褐色。焼成良好。 17・18は砥石。 17は

79.28g。 18!ま599.45g。
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(2) B地点

B地点ては、竪穴状遺構1基、粘土採掘堀2基、掘

立柱建物跡6棟、井戸跡2基、溝跡3条、土猥17基を

検出した。掘立柱建物跡ては 7間X3間に四面庇を持

つものが検出された。本遺跡て最大の規模を持つもの

ア鋳造関連遣構

竪穴状遣構（第45図）

本土墟は、調査区南側のQ-10グリッドに位置す

る。第292号土壊としたものてある。重複関係は第31号

掘立柱建物跡に切られている。形態は長方形て、、規模

イ 粘土採掘堀（第46図）

P • Q-10グリッドて‘検出された。第279・281号土

壊としたものてある。覆土中に地山の粘土を含み、粘

士採掘堀と判断された。第31号掘立柱建物跡、第65号

溝跡と重複する。第279号土横は隅丸方形を呈し、規模

第44図 B地点の遺構

てある。本調査区ては鋳造士墟は検出されておらず、

集落の中心的な建物と考えられる。

遺物は少址出土したのみてある。鋳造関連遺物も A

区に比べると少ない。

は長径4.6m、短径2.3m、深さ 18cmてある。主軸方位

はN-62°-Wて‘ある。覆土は第2層の黒色土が主体て‘あ

る。床面は平坦て‘ある。

遺物は、白磁の合子蓋、陶器皿の破片を検出した。

は2x2m、深さは59cmてある。第281号士堀は隅丸長

方形を呈する。規模は長径3.02m、短径1.23m、深さ

は67cmて‘‘ある。

遺物は、第279号土堀覆土中位から須恵器甕の口縁部
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第45図第292号土塙
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片が出土した。第46図 1は口縁部から肩にかけて約40

％の残存て‘ある。頸部は直立し、日縁部は外反する。

口縁部外面は沈線を有し、頸部は二段に櫛描き波状文

が施される。波状文の間には不連続な沈線が1条人る。

胴部外面は平行叩きて‘ある。口縁部内面は横方向の撫

て、胴部内面は指頭痕、箆状工具による撫て‘が施され、

当て具痕が丁寧に消されている。推定口径20.6cmてあ

る。胎土は礫、砂対立を少醤含み、灰白色を呈する。焼

成は良好て‘‘ある。

ウ 掘立柱建物跡

第31号掘立柱建物跡（第47~49図）

P • Q-8 • 9 • 10グリッドにかけて検出された。

7間X3間の身舎に四面庇が付くものと考えられる。

身舎の規模は15.9X6.3mて‘ある。柱穴配置はほば等間

隔て‘‘2.2m乃至は2.3mて、ある。東側3間分は内部に柱

穴は検出されなかった。土間のような空間て｀あったと

考えられる。西側4間X3間分は床を持つ空間て＂あろ

う。庇部分は南側は1.5m、北側は1.7mて‘あるが、東

側は1.5m、西側は1.8mて‘ある。全体の大きさは、19.5X

9. 7mとなる。方位はN-82°-Eて‘ある。

第46図 第279• 281号土城
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・
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第47図 第31号掘立柱建物跡 (I)
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第49図第31号掘立柱建物跡 （3)
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K 31.00m 

L 31.00m 

冒
M 31.00m M 

N 31.00m 

0 31.00m 

゜

1黒褐色土 （抜取り穴）黒色土と茶褐色土主体
P 31 OOm 

焼土粒子

2 暗懇褐色士 （柱痕）黒色士主体 しまり 強

3 9音茶褐色土 黒色土と茶褐色土を混在

3 aは黒色土主体、 b Cに向かって

茶褐色土の最を増す

4 暗褐色土 黄褐色土プロック

5黒 色 土 （柱痕）焼土粒子 ・炭化物若干

0 31 OOm Q 6黙掲色土 （柱痕）黄褐色土プロック少量

7暗褐色士 焼土粒子炭化物

8黒褐色土 炭化物

9暗黄褐色士 黄褐色土プロック

10黒褐色土 焼土・炭化物粒子若干

黄褐色土粒子少量

II黒褐色土 1層に近似

12暗褐色土 黄褐色土プロック

13黒色 士 暗褐色土主体黄褐色プロック多星

14暗褐色土 1層に比し黄褐色土プロック少

゜
3m 

1 100 

-51-



第50図 第31号掘立柱建物跡出土遺物

口／三 ロ□□／
10cm 

{ : ; 
5 cm 

検出された52基の柱穴のうち庇部分を含めて18基の

柱穴に根石が検出された。根石を持つ柱穴は比較的浅

く、根石を持たないものは掘り方が深い。また、 P46・

49 • 52ては柱穴の重複が見られた。

遺物は、約半数にあたる2頂駁）柱穴から士師器・須

恵器片・鉄滓など何らかの遺物が出土したが、図示て‘

第51図 第32号掘立柱建物跡
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3b,a  

1黒褐色土 黒色土主体焼土 ・炭化粒子少量

2暗黒褐色土 黒色土主体

3黒褐色土 黒色土主体ローム質士

3aは黒色土のみ、 3bは黒色士とローム質土同墓

2m 
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きるものは殆どない。第50図1は龍泉窯系青磁蓮弁文

碗て‘ある。 2は陶器甕。外面は縦方向、内面は横方向

に撫てられる。淡褐色。焼成良好。 3は須恵器壺肩部

破片。推定最大径18c叫胎土は白色粒を少最含む。灰

色を呈し、焼成は良好てある。

第32号掘立柱建物跡（第51図）

P-8グリッドて‘検出された。第33• 34号掘立柱建

物跡、第289号土堀と重複するが、柱穴などの直接の切

り合いがないため新旧関係は不明てある。 3間X3間

と思われるが柱穴配置は比較的不規則て‘‘ある。規模は

5.60X3. 70m、軸方位はN-75°-Eて‘‘ある。柱穴は円

形ないし楕円形て‘直径21~35cm、深さは25cm前後て‘ぁ

る。

遺物は須恵器杯小破片が 1点出土しているが、図示

てきるものはない。

第52図 第33号掘立柱建物跡
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第33号掘立柱建物跡（第52図）

O•P - 8 グ リ ッ ドて‘‘検出された。第32 • 34号掘立

柱建物跡、第288• 289号土撰 と重複するが、新旧関係

は不明て‘‘ある。南辺は 4間X2間と思われるが、北辺

は3間と考えられる。規模は6.30X3.9Qm、軸方位は

N-80°-Eてある。柱穴は、円形ないしは隅丸長方形

て‘、大きさは33~60cmてある。深さは30~70cmてあ

る。

遺物は、柱穴から土師器細片、 須恵器甕小片が1点

づつ出土 しているが混入品と考えられる。図示て‘‘きる

ものはない。

第34号掘立柱建物跡（第53図）

O•P - 8 グリ ッ ドて検出された。第32 • 33号掘立

柱建物跡、第288• 289号土横と重複するが、新旧関係

は不明て‘‘ある。規模は、 5.10X3.8Qmてある。軸方位

はN-75°-Eてある。3間X3間と考えられるが、検

出されない部分が多 く不規則な配置 となっている。柱

穴は小円形て‘直径20~30cmのものが多い。深さは10~47

cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第53図第34号掘立柱建物跡
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第35号掘立柱建物跡（第54図）

O • P-9 グリッドて検出された。第36号掘立柱建

物跡、 第285・286・287号土壊と重複するが、新旧関係

は不明て‘ある。検出された柱穴から 9基を抽出して振

り当てたが、 P5は底面に礫が検出された。建物規模

は6.80X5.3Qmて‘‘ある。軸方位はN-13"-Wて‘‘ある。

柱穴は円形ないし楕円形て、、直径30~55cm、深さは

第54図 第35号掘立柱建物跡

＜
 

C 

16~64cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第36号掘立柱建物跡（第55図）

O•P-9 グリッドて‘‘検出された。 第35号掘立柱建

物跡、第286• 287号土墟と 重複するが、新旧関係は不

明て‘‘ある。規模は6.00X5.80mてある。 3間X3間と

思われるが梁行方向が不規則て‘‘ある。柱穴は円形乃至
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は隅丸方形てある。大きさは30~70cmを超えるものま

てある。深さは10~65cmてある。

工 井 戸 跡

遺物は、出土しなかった。

第16号井戸跡（第56図）

P-9・10グリッドて‘‘検出された。第36号掘立柱建物

跡の東に位置し、本遺構の東には第64号溝跡がある。

第63号溝跡と直接重複し、これより古い。平面形はや

や崩れているが円形を呈する。索掘りの井戸て‘ヽ、検出

面下lmまては直径を減じていくが、それ以下は円筒

状となる。検出面て‘の直径は約1.6mて‘‘ある。下部の直

径は80cmてある。深さは、検出面から 1.75mて＼底面

は礫層に達していた。

遺物は、土師器杯、甕などの小片17点、須恵器細片

第55図 第36号掘立柱建物跡
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4点、土鍋類の小片 8点などが出土した。殆どが小片

て‘図示てきたのはわずかてある。第57図1は壺。口縁

部はわずかに外反しながら短く立ち上がる。口唇部は

わずかに平坦に作るが鈍い。日縁部は内外面とも横方

向の撫て‘‘、外面立ち上がり部分は指圧痕が残る。胴部

外面は指圧痕がわずかに見られるが、摩滅が著しく観

察てきない。内面は撫て‘が施される。胎土は白色礫を

多量に含む。色調は褐色を呈する。焼成は酸化炎焼成

される。推定口径20.6c皿口縁部約10％の残存て‘‘あ

る。在地産て` あろう。 2は陶器甕。胴部から頸部に立

ち上がる部分と思われる。外面は釉力嗽王状に見られる。

胎土は砂粒を含み灰色て、、焼成は極めて良好て‘ある。

3は灰釉陶器底部。外面無釉。高台の削り出しは浅い。

胎土は淡黄灰色。焼成良好。 4は須恵器瓶類の体部と

思われる。底部からの立ち上がり部分て、、外面は平行

叩きの後、軽く撫てられている。下方は箆削り調整さ

れる。胎土は白色針状物質を含み、明灰色て‘‘焼成良好。

鳩山産。

第17号井戸跡（第56図）

第56図 第16• 17号井戸跡

SE16 

i
j
＼
ー
よ
ー
l

A 

A 30.70m 

Q-9グリッドて‘‘検出された。第32号1抄吾跡、第31

号掘立柱建物跡と重複している。第32号1担居跡より新

しいが、第31号掘立柱建物跡との新旧関係は不明て‘あ

る。平面形は円形を呈する。第16号井戸跡と同じく、

索掘りて円筒状を呈する。直径は1.6mて‘ある。底面は

直径1.lmて‘‘、深さは、検出面から 1.06mと浅めて‘あ

る。覆土は黒色土が主体て‘ヽ、最下層は礫や砂を多量に

含んて‘‘いた。

遺物は、須恵器坪、甕片など 9点が出土した。須恵

器など多くは第32号住居跡からの混入物と考えられ

る。第57図5は捏ね鉢て‘ある。口縁部約20％の残存。

推定口径31c皿直線的な体部から口縁部はわずかに内

湾し、口端は平坦て‘断面方形を呈する。外面は口端か

ら2.5cmの幅て‘横方向に撫てられる。 以下は櫛歯状或

いは木口状のエ具て縦方向に撫て‘‘られる。暗赤褐色を

呈し、良く焼き締まっている。 6は須恵器坪底部。約

30％残存。推定底径8c皿底部周辺を箆削りしている。

灰白色を呈し、焼成良好。白色針状物質を多量に含む。

鳩山産。 7は甕口縁部。 5％残存。

SE17 

¥J3[)]-A 

A_  30.90m A 

SE16 

1黒褐色土 焼土粒子ローム粒子土器礫

2暗黙褐色土 ロームプロック少最

3茶褐色土 地山土多量混入

4茶褐色土 3層に類似 ロームプロック少量

5黒灰色土 粘性強木片等含む底面は砂礫暦（巨大礫含む）

SE 1 7 

1暗鼎褐色土 黒色土主体炭化木・礫多嚢

2黒褐色土 黒色土主体ローム粒子

3黒褐色土 黒色土主体 ローム粒子多量

4暗黒褐色土 粘性ある黒色土主体

5暗黄褐色土 小 礫 砂多量
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第57図 井戸跡出土遺物
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第63号溝跡（第58図）

O•P-9 グリッドて検出された。第36号掘立柱建

物跡、第16号井戸跡と重複する。後者よりは新しい

が、前者との新旧関係は不明てある。第35号掘立柱建

物跡の約4m東にあたり、方向や長さもほぼ一致する。

建物跡との時期的な関係などはわからないが位置関係

からは建物を意識したとも考えられる。覆土は焼土を

少量含む黒褐色土て‘‘、底面は比較的平坦てある。検出

された長さは6.8m、幅は0.54~1.2mて‘ある。深さは

7 ~25cmて‘‘ある。

遺物は、土鍋や鉢と思われる小破片が3点出土した

のみてある。第59図1は鉢。日縁部5％の残存てあるた

め、傾き及び推定した口径にやや無理があるかもしれ

ない。胎士は石英、砂粒を含む。二次被熱しており赤

橙色を呈する。酸化炎焼成される。

第64号溝跡（第58図）

0-9・10グリッドから P-10グリッドにかけて検出

された。調査区の北東隅にあたり、前回調査の第12号

溝跡の続きて‘ある。 A地点の第54号溝跡に対応する。

第15号住居跡と重複し、これより新しい。今回検出さ

れた長さは12mてある。前回検出分と合わせると 62.4

mとなる。幅は、 0.85~1.4mて‘‘、深さは 7~28cmてあ

る。

遺物は土師器・須恵器は小片が3点、灰釉陶器 1点、

土鍋や鉢と思われる破片が10点出土した。第59図2~4 

は鉢。 2 • 3は表面の剥離が激しい。いずれも砂粒、

礫を多量に含み焼成は軟質。 2は推定口径28.6c皿灰

色を呈する。 3は推定口径29.2c皿赤褐色を呈する。

4は残存5％の小片て‘ある。灰色を呈し、焼成は比較

的良好。いずれも在地産。 5は灰釉陶器壺。推定口径

12.8cm。7は常滑産甕胴部破片。 6• 8 • 9は須恵器

甕破片。いずれも鳩山産。 5以下は混入と考えられる。

第65号溝跡（第58図）

P • Q-10グリッドて‘検出された。第31号掘立柱建物

跡の東約2mに位置する。第63号溝跡と同様の形態を

とる。第281号土壊と重複するが、新旧関係は不明てあ

る。検出された長さは7.7mてある。幅は55~76cm、深

さは 6cmときわめて浅い。

遺物は、出土しなかった。
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第58図
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第59図溝跡出土遺物

SD63 口／―／□□ I 
S064 

I□ 
9, 2 

/
 ー

力土堀

土擦は17基検出されたが時期の分かるものは少な

い。また、大きめのヒ°ットと区別のつけにくいものも

あるが、建物の柱穴の可能性の無いものなどを土墟と

して扱った。

第274号土壊（第60図）

Q-10グリッドて‘検出された。 竪穴状遺構の南側約

2mに位置する。楕円形を呈するが西側が直線的てあ

る。大きさは長径78cm、短径57cm、深さは15cmてあ

る。主軸方位はN-50°-Wてある。他の遺構との重複

はない。底面は平坦て‘あった。

遺物は、出土しなかった。

第275号土壊（第60図）

Q-9・10グリッドて検出された。調査区の南に位置

し、他の遺構との重複はない。隅丸長方形を呈する。

底面は中央部がわずかに窪むがほば平坦て‘ある。覆土

は黒褐色土を主体とするものて［焼士粒を含んてゞ いた。

大きさは長径98cm、短径83cm、深さは20cmてある。主

軸方位はN-85°-Wて`ある。

遺物は、土師器細片 4点が出土したが、図示てきる

ー ，ヽ
10cm 

1 : 4 

ものはない。

第276号土壊（第60図）

Q-9グリ ッドて検出された。楕円形を呈する。第

31号掘立柱建物跡の南辺に位置する。底面は平坦て‘あ

る。大きさは長径69cm、短径62cm、深さは 9cmてあ

る。主軸方位はN-32°-Eてある。

遺物は、出土しなかった。

第277号土堀（第60図）

Q-9グリッドて検出された。第32号住居跡の南壁

を壊して掘り込まれている。楕円形を呈する。大きさ

は長径1.12m、短径0.79m、深さは52cmて＼軸方位は

N-8°-Wて‘ある。

遺物は、須恵器甕小片2点が出土したが、図示て‘‘きる

ものはない。

第278号土壊（第60図）

Q-9グリッドて‘検出された。第32号住居跡の南に

位置する。円形を呈 し、底面に直径50cmの掘り込みが

ある。大きさは直径75cmて‘ヽ 、深さは14cmてある。

遺物は、出土しなかった。

--60-



第60図土 城

SK274 I SK275~ SK276 SK277 _.,----.__ 1--------=.、 SK278

□〇-A Ajoユ Aーロロ― A〈口AA Aロロ
一^ 3080m ―-A'.  -..  ~- 30.90m _ A'A_  31.00m _A: A_  30.90m _A: 

A_  30.90m _ A' 

口 冑二：三二冒
：`］冒三：讐芦：犀‘?礫 SK277  

1黒 色士

2黒 色土

3黒褐色土

S K 8 :□ 
• - 30.70m -A 

冒
sk：ロ

A_ 30.90m 

言

!-s:28:9：：：ーニ――`` 撹乱

に

焼土粒子若干

1層より明るい

褐色士プロック 粘性強

]□言
企＿ 30.60m _.h' 

A_ 30.70m _A 

言
強性粘掻[

”

 

此

干

叩

少

若

菰

頃

世

子

子

多

少

粒

粒

礫

ク

ク

物

物

小

ッ

ッ

化

化

ロ

ロ
炭
炭
似
プ

ブ

・

・

近

土

色

粒

粒

に

色

褐
土

土

溜

掲

黄

焼

焼

3
黄

土

土
士

土

土

3
色

色

色

色

色

8
褐

掲

褐

褐

褐

2
暗

暗

黒

黒

暗

1

2

3

4

5

 

k
 

s
 S K2 84  

1暗褐色士 焼土粒子焼土プロック若干

2黒褐色土 焼土粒子少嚢

3黒色 土 炭化物届焼土プロック

4黒褐色士 2届に近似 炭化物多址

5暗褐色土 砂質土含む

: ko_A  s : 2 [ /》□A □□]、ロロロ
~30.60m ュ•~- 30.60m _A' に 30.60m ユ ．に3060m _A 

冒 冒 し冒

A 

SK289 

A 30.60m 

SK69 

た 31.00m

乱

---1'. 

二

SK291 

ロロロ
A 30.60m A 

シ

--→-.―_ 

_A' 

二S K 2 8 8  

1暗黒褐色士 黒色土主体 ローム小プロック・焼土粒・炭化物粒子少

2茶褐色土 ローム質土主体黒色土微量

3黒褐色土 黒色土とローム質土を斑に混入

2m 
1 ~ 60 

-61-



第280号土壊（第60図）

P-10グリッドて‘検出された。第31号掘立柱建物跡

の東側の庇部分と重複するが直接の重なりはない。楕

円形を呈する。大きさは長径1.09m、短径0.43mて‘‘、

深さは17cmて‘ある。

遺物は、 須恵器坪細片が1点出土しただけて、図示

てきるものはない。

第282号土壊（第60図）

Q-8グリッドて‘検出された。第31号掘立柱建物跡

の西側の庇部分と重複する力浮斤旧関係は不明てある。

楕円形を呈し、大きさは長径78cm、短径68cmて、深さ

は13cmて‘ある。

遺物は、土師器細片 1点が出土したが、図示て‘きる

ものはない。

第283号土堀（第60図）

P-8グリッドて検出された。第31号掘立柱建物跡

の北辺て‘重複し、これより新しい。北側は攪乱によっ

て上面を壊されている。また、東側上面には本遺構よ

り新しいピットが1基掘り込まれている。平面形は楕

円形て‘‘、大きさは長径1.86m、短径1.30mてゞ 、深さは

65cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第284号土壊（第60図）

P-9グリッドて検出された。溝状に攪乱された中

にかろうじて残っていた。他の遺構との重複はない。

隅丸長方形を呈し、大きさは長径1.27m、短径0.70

m、深さは37cmてある。長軸の断面は船底形を呈し、

覆上には焼土の他に、炭化物を多量に含むのが特徴て‘‘

ある。

遺物は、出士しなかった。

第285号土堀（第60図）

O•P-9 グリッドて検出された。第35号掘立柱建

物跡と重複するが、新旧は不明て‘ある。楕円形て大き

さは長径1.17m、短径0.97m、深さは 6cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第286号土壊（第60図）

O•P-9 グリッドて検出された。 第35号掘立柱建

物跡のほば中央に位置するが、建物跡との関係は不明

てある。楕円形て‘長径1.04m、短径0.76m、深さは16

cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第287号土堀（第60図）

P-9グリッドて検出された。第286号土猥の南に位

置する。不整長方形てある。長径0.74m、短径0.55

m、深さは14cmて‘‘ある。

遺物は、出土しなかった。

第290号土壊（第60図）

P-8グリッドて‘検出された。第33号掘立柱建物跡

の東に位置する。隅丸長方形て‘‘、長辺が膨らむ。長径

0. 97m、短径o.som、深さは10cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第291号土壊（第60図）

P-8グリッドて‘検出された。隅丸長方形を呈し、

長径0.92m、短径0.41m、深さは24cmてある。

遺物は、出土しなかった。

第288号土堀（第60図）

O • P - 8 グリッドて‘検出された。 だい 33 • 34号掘

立柱建物跡と重複するが新1日関係は不明。不整形を呈

し長径2.20m、短径1.82m、深さは25cmてある。底面

にピットが3基検出された。

遺物は、出土しなかった。

第289号土堀（第60図）

P-8グリッドて‘検出された。第32号掘立柱建物跡

のほぱ中央に位置するが建物跡との関係は不明て‘‘ある。

不整形を呈し、大きさは1.23mほどて、深さは25cmて‘‘

ある。

遺物は、出土しなかった。

第69号土塀（第60図）

Q-8グリッドて検出された。調査区南西部て浦回

半分ほど調査されたものの続きてある。やや崩れたが

隅丸長方形を呈し、長径2.34m、短径1.07m、深さ74

cmとなった。

遺物は、出土しなかった。
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